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Europe 2031
AIの急速な進展は、戦後のヨーロッパがこれまで経験したことのない規模の政治的決断を迫っています。今行

動を起こさなければ、ヨーロッパは自らの未来を切り拓く力を失うでしょう。経済的にも政治的にも世界の

傍流へ追いやられ、自らの価値観を守ることも、社会保障制度を支えることも、迫り来るリスクに対処する

こともできなくなります。そして、EUそのものの結束さえ揺らぎかねません。

2031年3月 ― ワシントンD.C.

カロリーヌは、冷たい水で顔を洗い、鏡に映る自分を見つめた。手は小刻みに震えていた。洗面台の縁を

しっかりと握り、その震えが収まるのを待つ。高い位置にある小さな窓からは、ワシントンの空がわずか

に見えた。どこまでも明るく、雲ひとつない空だった。

廊下の向こうでは、6人の首脳がヨーロッパの運命を決めようとしている。自分の言葉が、その決断に少

しでも影響を与えたのかどうか、カロリーヌには分からなかった。

おそらく、自分の言葉は何も変えられなかったのだろうと彼女は思った。

この物語は、ヨーロッパが存在感を失っていく危機と、その背景にAIがどのように関わっているのか、そし

て、その流れを変えるために今なお何ができるのかを描いている。

この物語は、ブリュッセルで働くフランス人の政策担当者カロリーヌ・デュボワと、急成長するAI企業を創

業し、シリコンバレーへ移住したばかりのドイツ人起業家クリスティアン・フォークトという架空の人物を

通して描かれている。2人は架空の人物ではあるが、彼らが経験する出来事は現実の動向に基づいており、十

分に起こり得るものとして構成されている。

ヨーロッパが到来しつつあるAI革命の機会を失う危機になぜ直面しているのかを理解するには、まず2025年

初頭へ立ち返る必要がある。これから語る物語は、すでに動き始めているのである。
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カロリーヌ・デュボワのオフィスはひどく騒がしかった。今朝、中国の企

業DeepSeekが新たなAIモデル「R1」を発表したのだ。安価で高性能なこ

のモデルの開発に欧州企業は関わっていない。それなのに、ブリュッセル

の街は興奮に湧いていた。

カロリーヌは、欧州委員会通商・経済安全保障総局（DG TRADE）でデジ

タル技術を担当している。DG TRADEは、関税や輸出規制などを扱う部門

である。28歳の彼女は、そこに3年間勤務しており、同僚や上司からの信

頼を得つつあると感じていた。しかし、彼女は、まわりとは異なりヨー

ロッパの将来について深く憂慮しており、DeepSeekのニュースは彼女の気

持ちを和らげるものではなかった。最近、カロリーヌはシリコンバレーを

訪れた。シリコンバレーは、ブリュッセルから9,000キロメートル離れてい

るが彼女にはもっと遠くに感じられた。AIが新たな産業革命を起こしてい

るという考えは、カリフォルニアではごく普通のことだが、欧州委員会の

オフィスではまるでSFのような話に思えた。

R1の出現にカロリーヌの同僚たちは興奮を隠せなかった。なぜなら、それ

は彼らにとっての裏付けとなったからである。つまり、シリコンバレーの

巨大企業のように莫大なリソースがなくとも最先端のAI開発が可能であ

る、ということが明確になったからである。欧州の官僚たちはアメリカを

出し抜くことができるという考えに飛びついた。つまり、アメリカで大規

模データセンターや巨大AIモデルの学習に投入されている何千億ドルもの

資金がなくても、より良い成果を出せるという発想なのである。

その考えは理にかなっている。DeepSeekは、OpenAIのChatGPTや

AnthropicのClaudeに比べてはるかに低コストでR1を開発したと言われて

いるが、誰もが知る限りその性能はほぼ同じだ。米国モデルで導入され始

めている新しい「推論」機能も搭載され、仮想のスクラッチパッド上で自

身の思考プロセスを順を追って示してくれる。さらに、その重み

（weights）、すなわちモデルの性能や特性を決定する数値パラメータは

公開されているのである。誰もがアメリカのテクノロジー依存から脱却

し、自前のインフラ上でこのモデルを実行することができるのだ。

2025年1月 – DeepSeek、さらば
見出さん

US
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EUROPE

0.6 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

13.7×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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カロリーヌは、ブリュッセルに広がる楽観的な雰囲気に多少は元気づけら

れているものの、まだその輪に加わる気にはなれなかった。効率が大きく

向上するというのは決して珍しいことではなく、AnthropicやGoogle

DeepMind、それにOpenAIもそういった成果を絶えず生み出しているとい

うより慎重な意見にも注意深く耳を傾けているからだ。DeepSeekには優秀

な研究者がいて、動きも速かった。しかし、やがて計算能力の制約に直面

することになるだろう。というのも、中国は最先端AI向け半導体を国内で

十分に製造できず、しかもアメリカが輸出を制限して以来、高性能な「計

算資源」を十分に確保できていないからだ。慎重派の人々は、効率を上げ

る方法を見つけるのはそれに役立つ大量の「計算資源」があれば、はるか

に容易になると主張している。DeepSeekのCEO自身も、自分たちが直面す

る最大の問題はアメリカによるAIチップの輸出禁止措置にあると言ってい

るのである。

そのため、シリコンバレーはR1の出現にもほとんど動じていない。ハイ

パースケーラーはAIへの巨額の投資を緩める気配を見せない。R１の登場

から数日後、OpenAIは「o3-mini」を発表した。これはR1よりもさらに印

象的なモデルであり、アメリカの進歩が依然として飛躍的なものであるこ

とを示すものであった。

ブリュッセルでは、o3のニュースはほとんど話題にもならない。それを認

めることは、信頼に値しないCEOたちが率いるアメリカの巨大企業が主導

となってAIが急速に進化し続けているということを受け入れることになる

からだ。

カロリーヌは、どちら側に立つべきか迷っている。3週間前にカリフォル

ニアを訪れた際、目にした光景がずっと脳裏に焼きついて離れないのだ。

彼女は5年ほど前、バークレーでの留学プログラムで知り合った旧友のク

リスティアン・フォークトの家に滞在した。カロリーヌはパリ政治学院、

クリスティアンはミュンヘン工科大学の出身で、ともにヨーロッパ屈指の

名門大学である。クリスティアンは、カロリーヌが欧州委員会で働き始め

たちょうどその頃、画像や動画のモデルを開発する会社を立ち上げるた

め、サンフランシスコに移り住んだのだ。AIスタートアップはまだ小規模

だったが、最近シリーズAの資金調達ラウンドを完了したばかりで、社交

的なクリスティアンは誰とでも顔見知りだった。
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その時の訪問は、彼女に驚きを与えた。クリスティアンのチームがこなし

ていた労働時間は常軌を逸していたのだ。週70時間から80時間も働き、オ

フィスで寝泊まりする同僚さえいた。そして、彼にヘイズ・バレーに住む

別のスタートアップ創業者の自宅で開かれたディナーパーティーに連れて

行ってもらったとき、カロリーヌはそこで交わされる会話の内容がほとん

ど理解できなかった。それは、技術的な詳細が難解だったからではなく、

世界が根本的に変わっていくという彼らの深い確信が理解できなかったの

だ。「2026年1月までには、私のコードの大半はClaudeに書かせるように

なると思う。」と、あるゲストが淡々とした口調で言った。パーティーの

主催者は、ChatGPTがまもなく初級レベルのコーディングを人間よりうま

くこなすようになるので、若手エンジニアの採用をやめたと語った。また

誰かが何気なく、AGI（汎用人工知能）がほとんどの作業であらゆる人間

を上回り、おそらくあと2年から3年で実現すると思う、と口にした。カロ

リーヌは、競争力のあるAIセクターがないヨーロッパにとって、それが何

を意味するのかと尋ねた。しかし、その場にいた誰もが、コンプライアン

ス上の頭痛の種以外にヨーロッパのことなど真剣に考えてはいなかった。

クリスティアンのアパートへ戻る完全自動運転タクシー（Waymo）の車中

で、カロリーヌは、今回の訪問を通して自分が混乱したことを打ち明け

た。するとクリスティアンは笑いながら、「シリコンバレーで数か月も過

ごせば、君も“AGIを感じる”ようになるよ」と彼女を安心させた。カロ

リーヌは、クリスティアンやその仲間たちが奇妙なバブルの中にいるので

はないか、いや、ひょっとするとカルト集団ではないかと思った。しかし

同時に、自分のほうこそ、すでに過去のものとして消え去りつつある世界

に生きているのではないかとも思った。

ブリュッセルに戻ってから、カロリーヌは今回の旅での経験を上司である

局長に話そうかと考えたこともあったが、そのことを言葉ではうまく伝え

られないと思った。彼女が言葉を交わした人たちは、これまでに出会った

中でも最も聡明な人たちだった。彼らは、冷静で、頭の回転が速く、そし

て十分な知識を持っているように見えた。カロリーヌの心の中には、彼ら

の話を真剣に受け止め、自分以外の人にも同じように受け止めてもらいた

いという気持ちがあった。それでも、彼らの主張は地球の反対側にある欧

州委員会の会議室で口にすれば、狂気じみたものに聞こえるに違いなかっ

た。だから、カロリーヌは何も言わなかった。
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R１が発表された翌日、彼女の携帯電話が鳴った。クリスティアンから

だった。

クリスティアン:  そうか、ブリュッセルはDeepSeekが勝ったってこと
で騒いでいるんだね？？？

カロリーヌ:  局長はね、これで私たちも追いつけるって証明されたと
思ってるみたいよ。

クリスティアン:  あはは

クリスティアン:  まあ、大事なのは推論モデルが使えて、中国もそれ
を作れちゃうってことだよね。

クリスティアン:  しかもさ、o3のほうが優秀なのにその話を誰もして
ないんだね。

クリスティアン:  その局長さんもサンフランシスコに来た方がいいん
じゃない？

カロリーヌ:  本当、そうね。

カロリーヌは携帯電話を置いた。クリスティアンの言っていることが正し

いのかどうかはわからなかった。だが、彼が間違っているとも言い切れな

かった。R１に対する慎重な意見も、彼女にはもっともらしく聞こえた。

同じように、期待を寄せる声もその通りだと感じた。
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R１の発表から3週間後、フランスのマクロン大統領は、パリでAIアクショ

ンサミットを主催した。

この一連のサミットは、安全性と国際的な連携を軸に始まったもので、

2023年にイギリスで開催された会合はAI安全性サミットと呼ばれていた。

しかし、2025年の開催は様相を異にするものであった。地政学的な環境は

一段と厳しくなっていた。ロシアはウクライナでじわじわと前進をつづけ

ており、トランプ大統領はホワイトハウスに復帰してまだ2週間しか経たな

いというのに、すでに欧州製品に対する関税をちらつかせていた。今、

ヨーロッパが重視しているのは、安全性ではなく競争力である。そして、

そのタイミングも好都合だった。DeepSeekは、追いつくことができる、そ

して低コストで実現できる可能性があることさえ示したように見えたから

だ。ヨーロッパは、自らがAIを真剣に受け止めていることを世界に示した

いのである。

欧州委員会のウルズラ・フォン・デア・ライエン委員長は2,000億ユーロ

規模の「Invest AI基金」の設立を発表した。この基金には欧州域内に４〜

５か所の大規模AIデータセンター建設に使うための200億ユーロ規模のAI

ギガファクトリー構想が含まれている。マクロン大統領は、フランスこそ

がヨーロッパのAI開発拠点として最適だとアピールした。豊富な原子力発

電のおかげで、開発者たちは「電力だ、コンセントにつなげ、どんどんつ

なげ」と、マクロン大統領が言ったように思う存分電力が使えるのだ。

ブリュッセルで3年間働いた経験のあるカロリーヌは、見出しを飾る大き

な数字だけを鵜呑みにしないことを分かっていた。2,000億ユーロという金

額も、その大部分は既存の資金を組み替えて見せているにすぎず、さらに

欧州企業が自ら資金を投入することを前提にしているからだ。純粋に新し

い資金と言えるものはごく一部にすぎず、それさえも５年間にわたって支

出されることになる。2025年には4,000億ドルを超えると予想されている

ハイパースケーラーのデータセンター投資と比べると、彼女は思わず身震

いした。それでも彼女は世の中の流れが変わり、ヨーロッパが目を覚ます

ことを願っていた。

2025年2月 – 電力だ、コンセント
につなげ、どんどんつなげ

US

8.8 GW
EUROPE

0.6 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

14.7×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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クリスティアン:  2,000億ユーロだって？

カロリーヌ:  あくまで理想としての数字よ。

クリスティアン:  アメリカには本物の資金がある。

クリスティアン:  テキサスにも今建設中さ 。

クリスティアン:  ブルドーザーだってちゃんと動いているよ。

カロリーヌ:  ええ、そうね。

クリスティアン:  アルトマン、エリソン、孫正義がトランプ大統領と一
緒に壇上に立っているのを見て、ブリュッセルはどう感じたの？

カロリーヌ:  まあ、いい気分ではなかったわ。

流れが変わったかどうかはともかく、アメリカのバンス副大統領がサミッ

トで行った攻撃的な演説によって、その前向きな高揚感の一部はかき消さ

れてしまった。彼はその2日後のミュンヘン安全保障会議でも同じ振る舞

いを繰り返した。会場にいた欧州の首脳たちが言葉を飲み込もうと必死に

こらえている姿がカメラにも捉えられていた。

その後数週間で、カロリーヌの上司たちは一つの結論に達した。大西洋を

またぐ欧米関係は事実上壊れてしまった、ということである。ワシントン

はもはや信頼できない。防衛でも、エネルギーでも。そして今やはっきり

したことだがテクノロジー分野でも、だ。欧州各国の首都では、「主権」

という言葉が盛んに唱えられるようになった。

だが、主権を声高に叫ぶのは簡単でも実際に築きあげるのは容易ではな

い。この動きが何らかの成果を生むかどうか、少なくともAIの分野ではま

だ見えてはいなかった。カロリーヌは、各国の指導者たちが新しい技術を

重視していると公言しているもののその根底には昔ながらの懐疑的な姿勢

が依然として根強く残っているのではないかと感じていた。バンス副大統

領の演説から間もないある昼食の席で、カロリーヌが好感を抱いている思

慮深い経験豊富な政策担当者である同僚がほのめかした。AIを機能させる

のにそれほど巨大なデータセンターは必要ないのではなかろうか。ただ、
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サム・アルトマン、ラリー・エリソンそしてトランプ大統領が壇上に並び

「必要である」と言っているにすぎないと。それは単純すぎる考え方だ

が、理解できなくもない、とカトリーヌは思った。ブリュッセルにはトラ

ンプ大統領やシリコンバレーのエリートたちに対する根深い不信感がある

のだ。しかし彼女は、欧州がもうアメリカに頼らないと唱えたところで、

AIの主導権がアメリカの手にあるという現実まで変わるわけではない、と

不安に思っていた。
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パリでのサミット以降、ヨーロッパにおけるAI熱は次第に冷めていった。

サミット自体は華々しいものであったが、その後数ヶ月は地味で煩雑な、

華やかさとは無縁の政策立案作業に費やされた。欧州全体にまたがるAIエ

コシステムを構築するには、人材、資金、エネルギー供給に加え、宣言だ

けでは手に入らないものが必要だという現実が明らかになった。そして、

それらを調整し、結集するためのノウハウや推進力が必要なのである。ま

た、2,000億ユーロという数字の多くが実態の伴わないものであることも、

今では広く知られるようになり、当初の熱狂もすっかり冷めてしまった。

一方、アメリカでは、このような勢いの鈍化は見られない。むしろ人材の

獲得競争はますます激しくなっている。AI開発の最前線からやや遅れを

とっているMetaはライバル企業からトップクラスの研究者を引き抜いてい

る。その報酬額たるやプレミアリーグのサッカー選手ですら安月給に見え

てしまうほどだ。マーク・ザッカーバーグは人材を引き抜くため自らスー

プを振る舞うことさえある。トランプ政権は「Winning the Race（競争に

勝つ）」と題した国家AI戦略を発表した。その中で、AIによる変革は「産

業革命であり、情報革命であり、そしてルネサンスでもある、しかもそれ

らが同時に起きている」と表現されている。

ヨーロッパの人びとは、自分たちはアメリカ人より現実的だと考えてお

り、こうした主張を過熱したものと見なし、発信者を信用できないと感じ

ている。カロリーヌは「AIバブル」という言葉をしょっちゅう耳にする。

同僚たちはテック業界のリーダーたちが自社製品の有用性を誇張して語る

のを目の当たりにしてきた。「NFTのこと覚えてる？」とある同僚が言っ

た。「みんなが5万ドルも出して買ったあのサルの絵だよ。」

クリスティアン:  AIバブルの話ってどんな感じ？

カロリーヌ:  どこにいたって耳にするわよ。昨日なんてうちの局長が
会議中に３回も口にしていたわ。

クリスティアン:  Anthropicの売上を見たら驚くだろうな。

2025年8月 – 幻想を追い続ける欧
州

US

13.3 GW
EUROPE

1.0 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

13.3×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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クリスティアン:  今年は90億ドルはいきそうだ。

クリスティアン:  去年は確か10億ドルぐらいだったんだけどね。

クリスティアン:  とんでもない伸びだよ。

カロリーヌ:  このこと、みんなに話してみようかしら。

クリスティアン:  いや、君は話さないと思うよ。

カロリーヌはその話題に触れてみた。だが、同僚たちは特に興味がある様

子を見せず、中にはAnthropicはまだ利益をあげていない、と指摘する者

までいた。

GPT-5のリリースで「AIバブル」論はさらに勢いを増した。OpenAIはこの

モデルを大々的に宣伝し、サム・アルトマンはスターウォーズに出てくる

デス・スターの画像を投稿し、社員たちは「AIエージェントの年」が来る

と語っていた。だが一般の人々にとって、そのモデル自体はいくぶん期待

外れなものであった。本質的には既存の「o3」モデルを洗練させたバー

ジョンに過ぎず、依然としてハルシネーションを起こし、馬鹿げたミスを

する。

ブリュッセルでは、AI懐疑派がまたしても「ほら見たことか」と勢いづい

た。「AIは壁にぶつかると言っただろう。」リュクサンブール広場でビー

ルを片手に同僚は言った。彼はあくまで親切な口調だ。カロリーヌはここ

数ヶ月の間に部署内で「AI推進派」として知られるようになったが、果た

して、それがふさわしい呼ばれ方なのかどうか彼女自身にもよくわからな

かった。まだ同僚たちが間違っていると確信しているわけでもない。GPT-

5が本当に期待外れだったという点においては彼女も同意している。アメ

リカ人たちが大げさに宣伝しているだけなのかもしれない。あるいは、ブ

リュッセルの懐疑派の方が正しいのかもしれない。

一方で、専門家の中にはGPT-5はAIの能力が指数関数的に伸びてきた流れ

から考えれば、概ね予想通りのものだと指摘する者もいる。そもそもo3が

登場してからまだ数ヶ月しか経っていないのだから。しかしOpenAIが過度

に期待させた挙句、それに見合う成果を示せなかったという失態を演じた

ため、AI懐疑派たちはそうした反論にはまったく聞く耳を持たなかった。
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カロリーヌ:  GPT-5については、どう思った？

クリスティアン:  あれは、失敗じゃない？o3をGPT-5という名前で出
したほうがよかったね。

クリスティアン:  とは言え、根本的な能力そのものは今も着実に進化
してるよ。

クリスティアン:  うちではここ数か月、パイプラインでo3使っている
けど、びっくりするほど優秀だよ。

資金は今もなおアメリカの大手AIラボへと大量に流れ込み、データセン

ター建設の競争は続いている。だが、その資金はまるでピンポン玉のよう

に行ったり来たりしているようにも見える。OracleとOpenAIが3,000億ド

ル規模の計算能力供給契約を結び、その大半はNVIDIA製チップの購入へ

と充てられる。そして、NVIDIAはその見返りのようにOpenAIへの1,000億

ドルの投資に合意する。サンフランシスコでは、こうした取引こそがAIの

変革的な性質の証拠としてみなされるのだ。もはや昔ながらの常識など通

用しないのである。ブリュッセルでは、それらは2007年のクレジット・デ

フォルト・スワップのように見えている。複雑怪奇で実態がつかみにく

く、不安定で、いずれ破綻する危険な仕組みに思えるのだ。

だからこそ、フランスのミストラル社が17億ユーロを調達したことは（そ

の大半はオランダの露光装置メーカーASMLからの出資だが）、額こそ

OpenAIの20分の１しかないにもかかわらず、ヨーロッパにとっては大きな

成果としてうけとめられているのだ。「AIバブル」が取り沙汰されている

ということ。それは、ヨーロッパでAI企業の資金不足を心配している人が

ほとんどいないことを意味している。もしAIや巨額の資金調達ラウンドが

過剰に騒がれているだけならば、慌てる必要はないというわけだ。
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11月、AnthropicはClaude Opus 4.5を発表した。デス・スターのツイート

もなければ、カウントダウンもイベントもない。高性能のモデルで、多く

の人が GPT-5 より優れていると評価した。それにもかかわらず、その発表

は2025年なら大きな話題になっていたはずの出来事とは思えないほど、地

味なものだった。

驚くべきことは、人々がそれを使ってやり始めたことだ。

AIエージェントのブレークスルーはついにやって来た。だが、それは人び

とが想像していたような形ではなかった。当初、春から夏にかけて主要な

AIラボはユーザーのコンピューターを直接操作できるような様々な製品を

公開していた。それらはマウスを動かしたり、ウェブフォームへの入力を

行ったり、予約手続きの画面を順にクリックしたりするものだった。理論

上はよさそうに見えた。だが、実際にはほとんど役に立たなかった。それ

らを試した多くの人々は、「AIエージェントはまだ実用段階には達してい

ない」という結論を下した。

ところが実際、上手く機能したのは、コードを書くエージェントだった。

Anthropic の Claude Code は、ターミナルベースのツールだが、新しい

Opus 4.5と組み合わせることで、その年予想外のヒット作となったのだ。

クリスティアンの友人が言ったことは正しかった。1月になる頃には、ヘ

イズ・バレーで書かれるソフトウェアのコードの大半が、実際にAIによっ

て書かれるようになったのだ。開発者たちはすぐに気づいた。コードこそ

が万能のインターフェイスであることに。つまりコードさえ書ければ、コ

ンピューターにできることはなんでもできるのだ。メールを送りたいなら

Gmailを開いて操作する必要はない。Claude Codeに「スクリプトを書い

て」と頼めばいいのだ。書類の整理もClaude Codeに書かせればいいので

ある。

サンフランシスコでは、これが当たり前のやり方になる。人びとはそれを

「Claude Codeマニア」と口にするようになった。開発者たちは毎月何千

ドルものトークン代を支払い、夜寝る前には翌朝までに片づけてほしい作

業を Claude に一通り指示してから床につくのが当たり前になっていた。

開発者たちは、得をしているのは自分たちだと感じていた。それも当然

2025年11月 – まるで別世界
US

16.5 GW
EUROPE

1.2 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

13.8×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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だった。AIによる生産性向上は圧倒的で、支払うコストをはるかに上回る

価値があったからだ。その結果、Anthropicは史上最も急成長を遂げてい

る企業となったのだ。

クリスティアン:  うちのコードの大半はね、今じゃClaudeが書いてい
るよ。

クリスティアン:  補助的に使っているっていう意味じゃないよ。最初
から最後まで全部書いているんだ。

クリスティアン:  うちのエンジニアたちは、それを若手社員を管理す
るみたいにやってるんだ。

クリスティアン:  Claudeは、若手社員とちがって、不眠不休で働いて
くれるんだ。

カロリーヌ:  それってエンジニアにとってはいいことなの？

クリスティアン:  まあ、今のところはね。

クリスティアン:  生産性が爆上がりさ。

クリスティアン:  AIを開発している企業ですら社内で活用していて、
開発のペースが目に見えて加速しているんだ。

クリスティアン:  しかも、それがはっきりわかるレベルでね。

クリスティアン:  それにさ、今じゃ3か月おきに新しいOpusが出るん
だ。

クリスティアン:  昔なんか6か月おきだったのにさ。

カロリーヌは出勤途中の地下鉄の中でそのメッセージに目を通した。彼女

はオフィスに着く頃には、朝の部署ミーティングでこの件を話題に出そう

と心に決めていた。
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話はうまく進まなかった。彼女は生産性の向上や新しい収益の数字、開発

サイクルの短縮、さらにはAIラボが次世代モデルの開発に自らのAIを活用

していることなどを挙げた。会議室の雰囲気は始終穏やかであった。誰か

が彼女に、生産性の向上を裏付ける査読済みの研究があるかどうかを尋ね

た。別の誰かが消費者向けAIエージェントはこの一年、期待されたほどの

成果は示していないと穏やかに指摘した。カロリーヌは、大事なのは消費

者向けエージェントではなく、AI自らが自己改善をおこなっていることだ

と説いたが、そのまま議論は次の話題に移ってしまった。

いずれにせよ、彼女の同僚たちは組織の方針により業務用端末でClaudeや

ChatGPTの使用を事実上禁じられているのだ。単独で機能するアメリカの

AIツールはデータ保護上の観点でリスクとみなされている。欧州委員会も

独自の「GPT」を提供してはいるが、実態は、旧式で小規模なオープン

ソースAIモデルを土台にした簡易的なシステムにすぎない。最先端のAIシ

ステムを規制する立場にある職員の大半は、それらを使うことがほとんど

できないのだ。

カロリーヌは同僚たちの頑なな態度にひどく苛立ちながらオフィスへ戻

り、自分が一体いつからAIの能力を疑わなくなったのかを思い出そうとし

た。
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2026年の前半は、現実的に見ればヨーロッパがAI政策について慎重に検討

しながら進めていくには最適な時期ではなかった。あまりにも多くの出来

事が起きていたからだ。1月には米軍特殊部隊がカラカスを急襲しニコラ

ス・マドゥロを連れ去った。数日後、トランプ大統領はグリーンランドへ

の侵攻をちらつかせた。さらに2月にはアメリカとイスラエルがイランを

爆撃した。原油価格は急騰し、トランプ大統領はホルムズ海峡の通行再開

を支援するために欧州の同盟国が艦船を派遣しなければNATOを脱退する

と脅した。

そして、戦争省（DoW）がAnthropicとの戦いに乗り出した。

決裂の原因は契約をめぐる争いだった。Anthropicは自社のAIモデルを

DoWに提供していたが、AIは次第に軍事作戦の中核を担うようになり、ベ

ネズエラでの作戦にも利用されていた。しかし、契約では、Claudeを完全

自律型の致死兵器に使用しないことと、米国民に対する大規模な監視活動

に使用しないこと、という2つが絶対条件だった。Anthropicは当初からこ

れらの条件を強く主張してきたとされる。

戦争省は、それらの絶対条件を見直し、再交渉しようとしていた。

Anthropicが拒否すると対立は一気にエスカレートした。当初、戦争省

（DoW）は国防生産法を根拠にAnthropicに対して無制限のアクセス提供

をするよう脅した。ところがその後、正反対の措置を取る。Anthropic を

サプライチェーンリスクに正式指定したのだ。これは通常、敵対国の影響

下にありその勢力に取り込まれていると政府が判断した企業に対して用い

られるものだ。戦争長官の説明によれば、この指定を受けた企業とは、ペ

ンタゴンと取引にあるいかなる企業もAnthropicと取引ができなくなる。

これは事実上、Anthropicの破綻を意味する。なにしろ、Anthropicに計算

資源を提供している企業はすべてDoWとも取引しているからだ。

カロリーヌ:  AnthropicがEUに拠点を移すには、何が必要だと思う？

クリスティアン:  そんなこと、しやしないさ。

2026年2月 – 二正面作戦
US

20.3 GW
EUROPE

1.5 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

13.4×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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クリスティアン:  彼らは愛国者だよ。アメリカに勝ってほしいと思っ
てるんだから。

クリスティアン:  著作権規制とか労働者保護を廃止するくらいやらな
いと無理だね。

クリスティアン:  データセンターの建設許可をもっと出しやすくする
ことだね。大規模な建設を進めて、税制も優遇するとかね。

カロリーヌ:  そんなの無理よ。ここはシリコンバレーじゃないのよ。

クリスティアン:  せめて、ヨーロッパで事業を拡大しやすくすること
くらいはできるんじゃない？

カロリーヌ:  こっちでは、Anthropicがロンドンへ行ってしまうん
じゃないかって心配してるわ。

クリスティアン:  それって悪いことなの？

カロリーヌはニュースをかじりつくように見続けていた。ばらばらだった

情報が、嫌な形で一本につながっていく。アメリカ政府はAIの重要性を認

識したのだ。しかし今度はそのAIを開発している企業を思い通りにできな

いという理由で、企業そのものを潰そうとしている。ブリュッセルでは、

公務員が最先端AIを使って文書を作成することは禁じられている。ところ

がワシントンでは、それを軍事作戦の立案に使っているのである。

Anthropicはサプライチェーンリスク指定を一時的に差し止める仮処分を

勝ち取った。だが、政府との関係は今や険悪なものとなっている。
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さかのぼること昨年11月、フランス、ドイツそして欧州委員会は「フロン

ティアAIイニシアチブ」を発表した。2026年3月末までに世界で最も潤沢

な資金を持つ非営利AI研究機関を設立する、というプランだ。発表によれ

ば、欧州には必要な人材とデータはすべて揃っており、ギガファクトリー

によって計算能力の構築も進めているという。足りないのは、そうした強

みを一つにまとめるための取り組みだけだった。関係者たちは期待に沸い

ていた。

しかし、第１四半期が終わっても非営利研究機関は設立されないままだっ

た。世界トップレベルの研究機関を立ち上げるのは容易ではない。とりわ

け次から次へと起こる地政学的危機に見舞われる状況下においてはなおさ

らだ。さらに事態を悪くしているのは、この構想に助言している人びとの

意見が大きく食い違っていることだ。ある者はAGIの実現という点では

LLMはすでに限界に達しているため、新しいアプローチを模索するべきだ

と主張している。その一方で、科学のためのAIであれ、産業のためのAIで

あれ、特定の分野に特化した強みを見出すべきだと考える人もいる。さら

には量子コンピューティングがもたらす未来への備えについて言及する者

もいる。欧州委員会が諮問対象として選んだ関係者たちの間でも、意見の

一致はまったく見られなかった。

資金面でも厳しかった。フランスは巨額の債務を抱えており、欧州委員会

の新たな予算サイクルが始まるのはまだ2年も先だ。ドイツには資金はあ

るものの、欧州最強の通常戦力を備えた軍隊の整備に乗り出したばかり

だった。

もしフロンティアAIイニシアチブへの資金が十分に集まらなければ、アメ

リカのAIラボに対抗できるだけの計算資源や待遇を用意できない。そうな

ると世界トップクラスの人材を採用することも難しくなる。世界トップク

ラスの人材がいなければ、さらに多くの資金を呼び込むこともできない。

フロンティアAIイニシアチブは欧州のテクノロジー政策でよく見る悪循環

にはまりこんでいる、そんな噂が広がり始めた。成果がでるまで誰も本格

的な支援を約束しようとしないが、本格的な支援がなければ成功もあり得

ないのである。

3月、OpenAIは一度の資金調達ラウンドで1,220億ドルもの資金を集めた。

2026年3月 – 未開のフロンティア
US

21.8 GW
EUROPE

1.6 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

13.8×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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カロリーヌ:  フロンティアAIイニシアチブのリーダーにふさわしい
人って誰だと思う？

クリスティアン:  ブリュッセルの給料でやってくれる人ってこと？

カロリーヌ:  例外を認めることに前向きな人もいるみたいよ。

クリスティアン:  ちょっと知り合いに声をかけてみるよ。

クリスティアン:  でもさ、これを成功させたいなら規制とか手続きを
削らないと無理だと思うよ。

クリスティアン:  イギリスがやったみたいにさ。

クリスティアン:  ところで、OpenAIの数字見た？

カロリーヌ:  見たわ。

クリスティアン:  あれって、これまでヨーロッパのAI企業が集めた全
部の調達額を足した額より多いよね。

クリスティアン:  しかも、たった一度の資金調達でね。
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Anthropicはこれまでで最も高性能なAIモデルであるClaude Mythos（ク

ロード・ミュトス）を発表。

Anthropicの内部テストでは、このモデルはコーディングとセキュリティ研

究において極めて高い能力を持ち、主要なオペレーティングシステムと

ウェブブラウザ全般に渡って、これまで発見されていなかった数千件もの

脆弱性の特定に役立ったことが明らかとなった。中には、何十年も前から

存在し、長年にわたって何千人もの開発者やセキュリティ研究者によって

精査されてきたコードベースの中で見逃されてきたものを、Mythosはわず

か数週間で見つけてしまったのだ。

ほとんど一夜にして、Anthropicは世界で最も高いサイバー能力を持つ組織

へと変貌した。そして、サイバー防衛側がソフトウェアに残っている脆弱

性に対処する機会を得るまでは、Mythosを公開すべきではないと判断し

た。

AnthropicはProject Glasswingを立ち上げた。これは防御側の連携体制で

あり、攻撃者に悪用される前に脆弱性を発見するため、AWS、Apple、

Google、Microsoft、Nvidia、CrowdStrikeなどの限られたパートナーに

Mythosへの独占的なアクセス権を与えるものだ。その狙いは、オープンモ

デルが同等の攻撃能力を獲得する前に、アメリカのソフトウェア基盤を安

全なものにすることであり、Anthropicは、それが実現するまであと6〜12

か月程度だと見積もっていた。

政府内に最先端のAI専門知識を蓄積してきた英国のAI Security Instituteは

テストに招かれているが、ヨーロッパの企業や政府にはMythosへのアクセ

スは提供されなかった。

クリスティアン:  Glasswingのこと、知ってるよね？

カロリーヌ:  ええ、知ってるわ。

クリスティアン:  ヨーロッパの企業、一社も入ってないんだ。

2026年4月 – Mythos（ミュト
ス）

US

23.3 GW
EUROPE

1.6 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

14.3×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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カロリーヌ:  そうみたいね。

クリスティアン:  ヨーロッパ全体のソフトウェア基盤は、アメリカの
AIと比べると安全じゃないってことだよね。

クリスティアン:  ブリュッセルの人たちは、その意味を本当に理解で
きてるのかな？

ヨーロッパの人びとの多くは、Mythosが言われているほど強力なAIだとい

うことに懐疑的だ。「自社製品を大げさに宣伝しているだけさ」と、カ

フェテリアでカロリーヌの隣のテーブルに座っていた欧州委員会の農業担

当弁護士が鼻で笑ってこう言った。「『それって、大変です、核兵器を

作ってしまいました。でもご安心ください、防空壕をお売りします！』と

言っているようなものじゃないか。」カロリーヌが反論すると、弁護士

は、モデルを公開しない限りAnthropicの言い分を確かめる術はないと指

摘した。そして、「ずいぶん都合がいい話だよな」と言った。

カロリーヌは苛立ちを抑えるのがやっとだった。もしこれがすべて茶番劇

だというなら、なぜこれだけ多くの大企業が公然とProject Glasswingに関

わろうとするのだろうか。それに、なぜMozillaは今月、普段の20倍もの脆

弱性を見つけられたのだろうか。カロリーヌは徹夜でGlasswingから欧州

が締め出されていることの戦略的影響についてのメモを書き上げた。そし

てなんとか局長と緊急説明の機会を取り付けた。局長は真剣に耳を傾けて

くれた。

その後数週間にわたりEUと加盟国政府はAnthropicにMythosへのアクセス

を認めるよう求めた。各国首脳は、国家安全保障上の脅威を目にすれば、

その重大さが理解できる。Anthropicは慎重ながらも、話し合いには前向

きだった。しかし最終的にAnthropicがMythosへのアクセスをさらに70の

組織へ拡大する意向を発表すると、その多くが欧州の組織であったことか

ら、ホワイトハウスが異議を唱えたのだ。安全ではない、というのが彼ら

の主張だった。加えて、Anthropicの計算資源には限りがある。パート

ナーを増やせば、その分米国政府向けの処理能力が削られることになる、

というわけだ。
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1ヶ月前まで、米政権はAnthropicを完全に潰したいと考えていた。しかし

今では、その企業の最も強力なモデルをほぼ自国だけのものにしようとし

ている。政権は、サプライチェーンリスク指定が形式上はまだ有効なまま

でも、Glasswingを通じて各機関がMythosにアクセスできる抜け道を見つ

け出した。突如としてホワイトハウスは、Anthropicとうまくやっていけ

ると判断した。大統領は依然としてAnthropicを「Woke（意識高い系）」

と呼んでいるが、同時に「非常に賢い」とも呼ぶようになった。
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1年半という時間を経て、DeepSeekは新モデルV４を発表した。資源が限

られていることを考えれば見事な成果だが、それでも依然としてアメリカ

の最先端からは少なくとも6か月の遅れをとっている。DeepSeekはV４を

広く展開するだけの計算資源が不足していることを認めた。「計算資源は

重要ではない」とヨーロッパに一時的に信じ込ませたこの企業は、今もな

お計算資源の制約に縛られたままであった。

ヨーロッパは中国よりもさらに苦戦している。Mistralはさらに遅れをとっ

ていた。新たに8億3,000万ユーロの資金調達には成功したが、それは

OpenAIの直近の資金調達と比べて150分の1の規模にすぎなかった。さら

なる資金を切実に求めていたMistralは、アメリカの投資家たちとの交渉を

始めていた。イーロン・マスクが率いる宇宙・AI企業SpaceXがMistralの

買収を検討していると噂が流れ始めた。

クリスティアン:  Mistralは本当にSpaceXに売却されるかもね。

カロリーヌ:  フランス政府がそんなこと許すはずないと思うわ。

クリスティアン:  でも、Mistralは莫大な計算資源と資本金が必要だ
ろ。

クリスティアン:  僕が見るに、売却か、あるいはコンサルティングへ
の事業転換を続けるかのどっちかだと思うけどね。

クリスティアン:  まあ、どっちにしてもヨーロッパのフロンティアAI
は終わりだな。

クリスティアン:  本当に終わりだよ。他にないんだから。

インフラの状況も同じぐらい深刻である。米国最大のAIスーパーコン

ピューターは、1,250メガワットで稼働している。ヨーロッパ最大のもので

も83メガワットでの稼働である。ギガファクトリー計画は予定より大幅に

遅れており、稼働開始時期は2029年までずれ込む見込みである。予算不足

のため計画は当初より規模を縮小せざるを得なくなった。たとえ明日、完

2026年6月 – 幻滅
US

26.3 GW
EUROPE

1.8 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

15.0×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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成済みのギガファクトリーが魔法のように空から降ってきたとしても、そ

の規模はアメリカ最大のAIデータセンターの１０分の１にすぎない。世界

のAI計算資源のうち、ヨーロッパが保有しているのはわずか5％である。

その一方で、アメリカは80％を占めている。

もちろん、明るいニュースが全くないわけではない。トランプ大統領と並

んで壇上に立っていたソフトバンクが今後5年間で450億ドルを投資し、フ

ランスのAIデータセンターの能力を拡大すると約束したのだ。だがカロ

リーヌはそうした約束を鵜呑みにしないようになっていた。クラウドプロ

バイダーのFluidstackはパリ近郊にギガワット級のデータセンターを建設

する計画を立てていたのだが、最近になってそれを取り止めたのだ。さら

に追い討ちをかけるように、本社をロンドンからアメリカへと移転させ

た。OpenAIもまた、規制上の障壁を理由に英国で計画していた大規模

データセンターの建設を後退させた。

6月、EUが待望の技術主権パッケージを発表したとき、カロリーヌはその

大々的な宣伝ぶりに複雑な思いを抱いていた。たしかにその問題認識は正

しい。ヨーロッパはアメリカのテクノロジーに過度に依存するようになっ

ていたからだ。カロリーヌが提案した解決策の一つも、このパッケージに

盛り込まれていた。企業がAIデータセンターを迅速に建設できる特区を設

けるという提案である。だが、数字の上では辻褄があっていなかった。EU

が掲げる目標は、2036年までにAIデータセンター向けとして2,000億ユー

ロの民間資本を呼び込むことである。しかし、その額はアメリカのハイ

パースケーラー各社が2026年の１年間で投じる金額の4分の1にすぎないの

だ。カロリーヌがその状況を友人に説明すると、友人はこう返した。「つ

まり、奴らが１四半期で使う設備投資と同じ額を10年かけて集めようとし

ているのに、それを『歴史的な総動員』と呼んでいるってわけか？」

長期にわたる交渉の末、欧州の一部の関係者はMythosへのアクセスが認め

られることになった。だが、法務担当者たちが契約の細部を詰めている間

にも、Anthropicはすでにミュトス2.0の開発を進めている。さらに悪いこ

とに、トランプ大統領はつい先日、フロンティアAI企業に対し、モデルの

サイバーリスクを政府が審査できるよう「自主的に」認めることを求める

大統領令に署名した。その大統領令は、政府機関が一般公開前にモデルに

アクセスすることを可能にするものだった。この国家安全保障審査の詳細

はほとんど公表されていないが、その仕組みが何を意味するのかは明らか

だった。大統領令の用語でいうカバード・フロンティアモデル（最先端AI
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モデル）と呼ばれる影響力のあるあらゆるモデルは、すべてまずワシント

ンの審査を受けることになった。政府は公開前に最大３０日間独占的にア

クセスできるうえ、一般公開前に「信頼できるパートナー」がそのモデル

を利用できるかどうかについても発言できる権利を持つ。

カロリーヌはその内容を二度読み返した。30日間の政府先行アクセスなら

まだ耐えられる。しかし問題はパートナー選定権だ。そのモデルがまだ

オープンモデルを大きくリードしている期間に、誰がそれを使えるのかを

今やワシントンが決められるようになったのだ。しかも、その手続きは機

密扱いである。そして、そのリストに欧州の組織を加えるべき特別な理由

などどこにもなかった。

クリスティアン:  あの大統領令、見た？

クリスティアン:  あれはGlasswingを今後のすべての次世代モデルに
拡張するようなもんだよ。

クリスティアン:  しかも同盟国についての条項はひとつもない。

カロリーヌ:  知ってるわ。

クリスティアン:  つまり、ヨーロッパが最先端モデルに早期アクセス
できるかどうかは

クリスティアン:  NSAの裁量次第ってことさ。

クリスティアン:  しかも、これから先ずっと、3か月ごとに判断を仰が
なければならないんだ。

その間にも、AnthropicとOpenAIは引き続き収益を指数関数的ペースで伸

ばし続けている。Anthropicは年末までに年換算収益で1,000億ドルに達す

る勢いであり、急増する顧客需要に対応するため緊急の計算資源調達契約

を結んだ。AIラボでは、モデルが新しい仕事の進め方を可能にするため、

内部のワークフローは1か月おき、あるいはそれ以上の頻度で変わるよう

になっていた。研究者たちは、大量のAIエージェント群を管理しており、

それらのエージェントがコーディング作業の大部分を担っている。AIは、

自らの研究開発にも貢献し自身の性能を高め、その成果を生かして、さら
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に自らを進化させる能力まで強めている。数ヶ月前、米連邦準備制度は、

若手ソフトウェアエンジニアの雇用が予想を大きく下回る水準に落ち込ん

でいるとの研究結果を発表した。投資家は、高性能なコーディングAIモデ

ルがソフトウェア企業の市場を奪うと見て、ソフトウェア企業の株価は急

落した。

カロリーヌは、こうした事態が訪れることを1年半も前から予見してい

た。それでも、状況を変えるための有意義な変化をもたらすことはできな

かった。
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シナリオ

ここまでは、すべて現実に起きたことである。フィクションの

要素は、カロリーヌとクリスティアンの個人的な物語の部分だ

けである。ここから先は、未来についての推測になる。実在す

るAI企業の名前は使わず、架空の存在を用いる。Atlasはアメリ

カを代表するAI企業、Heliosはヨーロッパのトップ企業、そし

てZimoは中国を代表する企業である。

https://europe2031.ai/__pdf-divider__


さかのぼること2月、ドイツの首相は中国を公式訪問した。杭州では、中

国のEVメーカーやロボット工場を視察した。関係者によれば、首相は大き

な危機感を抱いて帰国したという。スピードを上げなければドイツの製造

業は中国企業に遅れをとる、という確信を強めたのだ。次は、サンフラン

シスコへ同様の視察を計画している。この数ヶ月の間に、首相が信頼を寄

せる人びと、ドイツのビジネスリーダーや経済学者、それにアメリカの銀

行家などが、首相にAI革命は本物であると伝えてきた。彼は、自分の目で

確かめたいと考えている。産業界の代表団も彼に同行する。

ドイツの首相は、そう簡単に感銘を受けるような人物ではない。だが今回

もまた、帰国したときは出発前より口数が少なくなっていた。ヨーロッパ

のエリート層がこの１年半もの間状況を見誤ってきたことに気づいた。彼

らがAIはいずれ壁に突き当たる、という議論をしているうちにAI技術は強

気派の予想さえ上回る勢いで進歩していたのだ。AIの重要性を見極めよう

としている間にも、AIはソフトウェア開発とサイバーセキュリティに革命

をもたらしていた。そしてソブリンAI構想を賞賛している間にも、アメリ

カのプロバイダーへの依存はますます深まっていった。

その後数日間、ドイツの首相は、フランス大統領そして欧州委員会委員長

と長時間にわたる電話協議を重ねた。三者とも、ヨーロッパは転換点を迎

えていることを認識していた。AIは今後も能力を高め続ける。そして、そ

の進歩が人間の能力のレベルで止まると考える根拠はどこにもない。AIは

労働市場、安全保障の枠組み、そして大陸間のパワーバランスを変えてい

くのだ。ヨーロッパは他国への依存から抜け出せず、何の備えもできてい

ない。この船の進路を変えるなら、今すぐ舵を切るしかない。

問題は、その方法だ。技術アドバイザーたちは、データセンター事業者や

ハードウェア供給網の企業に対し、ほぼ全面的な規制緩和を認めるよう強

く求めている。これほど重大な局面には、思い切った対応をしなければな

らない、と主張する。AIは新たな産業革命を引き起こす。そして、ヨー

ロッパが急速に産業基盤を整備しなければ取り残されることになる。ヨー

ロッパは、これまでにないスピードで変革を進める必要がある。

2026年8月 – 分岐点
US

29.3 GW
EUROPE

1.9 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

15.7×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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政治担当の顧問たちは、より抑制的な案を求めている。そのような政策

パッケージを打ち出せば、国民の反発によって政権そのものが持ち堪えら

れなくなるおそれがあると警告した。国民はAIに好意的ではなかった。フ

ランスもドイツも、そしてEUにも、ほかに優先して取り組むべき課題が山

積している。こうした改革の必要性を理解してくれる有権者はごく一部に

すぎない。「効果的な対応」とされる政策も、実際に最も効果を発揮する

のは政治家のキャリアを終わらせることかもしれない、と彼らは主張す

る。
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ストラスブールで開かれた「仏独AI主権サミット」で、フランス大統領と

ドイツ首相は共同演説を行った。その演説は彼らの政治アドバイザーたち

が書いたものだった。

カロリーヌは、フランス北部の自宅でその様子を見守っていた。両首脳

は、決意と運命について語っていた。ヨーロッパはもはや、自らの未来を

決定づける技術を他国に依存し続ける余裕はない、と両首脳は言う。未来

を左右する技術を他国任せにしていてはならない。そのことは、エネル

ギーや防衛の分野で欧州がすでに痛感してきたはずだ。だからこそ、ヨー

ロッパは独自のフロンティアAIを築かなければならないのだ。

課題は極めて大きいものの乗り越えられないものではない、と彼らは言

う。必要なのは、投資、アメリカの事業者に公正な競争を求めるルール、

そして欧州製品を買う国民である。演説には素晴らしいスローガンが並ん

でいた。

その後数週間、AIに関する発表が連日のように続いた。狙いは、懐疑派の

人びとを圧倒し、国民に希望を抱かせることだった。フロンティアAI構想

には20億ユーロが新たに投入され、本格的な資金が確保された。さらに、

4か所のギガファクトリーの建設が発表された。新たなAI導入プログラム

もスタートする。欧州委員会はAI法に従わなかったとして、汎用AIモデル

を提供するあるアメリカの企業を告発した。またAIが生成した偽情報への

対応をめぐり、デジタルサービス法に基づく２件のシステミック・リスク

に関する手続きを開始し、同法の中でも最も広範な裁量を認める規定が適

用された。

最大の目玉となったのは、カロリーヌの同僚たちがコーヒーを飲みながら

話題にしている政策だった。欧州委員会が提案し、フランスとドイツが支

持するデジタル主権に関するルールである。その内容は、2032年までに重

要な公共部門の業務を100%ヨーロッパ製のクラウドとAIソフトウェア上

で運用することを義務付けるというものだ。アメリカのAIはもう使わな

い。アメリカのクラウドも使わない。この構想は欧州の気候目標をモデル

としており、関係者の意識を行動へと向かわせる拘束力のある期限を設け

ることになる。また、ヨーロッパのAI事業者にとって、将来にわたって安

定した大規模な需要を確保することにもつながる。

2026年9月 – 希望を描くビジョン
US

30.8 GW
EUROPE

1.9 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

16.0×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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一連の施策は好意的に受け止められた。アメリカへの依存を切り離すこの

方針は広く支持され、評論家たちはこれをAI時代の産業政策だとして賞賛

した。ヨーロッパはついに自国のテクノロジー企業を支援するようになっ

たのである。カロリーヌの考えに懐疑的な同僚たちでさえ、ようやく何か

が動き始めたことを認めた。

一部の経済学者やテクノロジー政策の専門家は疑問の声を上げる。彼らに

よれば、ヨーロッパはもはや犠牲を伴う選択を避けて通ることはできない

という。投資規模が小さすぎるため十分な交渉力を生み出せず、ヨーロッ

パ域内で大規模な計算資源を整備する市場インセンティブはいったいどこ

にあるのか、というのである。彼らは、こうした公共調達の目標では根本

的な問題は解決できないと指摘している。例えば、分断された単一市場

や、スタートアップとAI導入を妨げる柔軟性に欠けた労働法、あるいは医

療や法務サービスのような分野を事実上閉ざしている各国の規制などであ

る。AI法に基づく規制措置には十分な正当性があるものの、デジタルサー

ビス法に基づく措置は、少なくとも部分的に政治的な意図が絡んでいるよ

うに見える。ヨーロッパは、もっと戦うべき相手や争点を見極めるべきで

はないだろうか。

しかし、ヨーロッパのエリート層は悲観論にはもううんざりしていた。こ

れは前向きなビジョンで人々が一丸となる好機となった。政策担当者たち

の中に懸念を抱く者がいたとしても、それを公然と語る人はほとんどいな

かった。

もっとも、カロリーヌ自身は手放しで楽観しているわけではない。彼女が

危惧しているのは、このAI主権パッケージが、6年後にもヨーロッパには

守るべき最先端AI産業が存在している、という前提の上に成り立っている

ことだ。だが、もしその前提自体が外れていたら、この政策はどうなって

しまうのだろうか。

彼女はその点を指摘するメモを書き、ヨーロッパが戦略的な優位性を確保

できるよう、万一に備えた対策も併せて講じるべきだと提言した。ヨー

ロッパでナンバーワンのAIHeliosがアメリカ勢との差を埋められなかった

場合、ギガファクトリー計画が期待どおりに進まなかった場合、あるいは

ヨーロッパ製優先の調達方針によって行政機関がアメリカ製より性能の劣

るAIツールを使わざるを得なくなった場合などの事態に備える代替策が必

要だというのである。局長はそのメモを丁寧に読み終えると、よく考えら

れた提案だと評価した。そして、上層部に回しておくと彼女に約束した。
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クリスティアン:  2032年までに100％AI主権だって？

クリスティアン:  プランBは？

カロリーヌ:  ないわ。

クリスティアン:  そうだろうと思ったよ。

非公式の場で、ドイツ首相とフランス大統領は「できる限りのことはやっ

た」と語り合った。彼らでさえ、これほど多くの政治的な制約を一度に乗

り越えることはできない。政治システムそのものが、それ以上の変化を受

け止める余力がなかったのだ。
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その夏、中国の研究機関ZimoはMythos級AIモデルの重み（weights）を公

表した。AnthropicがProject Glasswingによって閉じ込めていた攻撃的なサ

イバー能力が、誰でも利用できるようになった。その中には、必ずしも善

意とは言えない者も含まれていた。

新たなAIの能力によって、ハッカーは防御の甘い旧式の業務ソフトウェア

を、まるで薄紙をチェーンソーで切り裂くかのように、たやすく突破でき

るようになった。Mythos級AIによるサイバー防御を導入していないヨー

ロッパの大学や病院、地方自治体などは次々と攻撃を受け、自分たちのシ

ステムから締め出されてしまった。画面には暗号資産の送金先ウォレット

アドレスが表示され、システムを取り戻すには身代金を支払う以外に選択

肢はほとんど残されていない。こうした攻撃に対抗できたのは、AIを活用

したサイバー防御を備えている組織だけだった。そのため、人々の怒りは

AIラボへと向かった。自分たちで病をまき散らし、その治療薬を、しかも

高額で売りつけているではないか、そんな批判が広がっていった。

ヨーロッパは自らの主権確立への試みがもたらした結果を、これ以上ない

ほどの直接的な形で思い知らされることになった。デジタル主権の規則は

成立したばかりで、いくつかの加盟国はかなり早い段階から調達の見直し

を進め始めた。アメリカのAIトップ企業であるAtlasは、サイバー防衛にお

いてヨーロッパを代表する企業Heliosをはるかに引き離していた。皮肉な

ことに、「ヨーロッパ製優先」政策を最も徹底し、調達先をヨーロッパ企

業に限定していた政府機関ほど、ランサムウェアの被害を受け、身代金の

支払いを余儀なくされていた。

アメリカ企業との契約も維持していた組織は、状況が比較的ましだった。

しかし、そうした組織でさえ二流のサイバー防衛しか利用できていないの

だ。トランプ大統領令の施行後、アメリカ政府は、新たな最先端AIモデル

を国外に提供するタイミングを事実上コントロールするようになった。結

果として、アメリカ製の最高性能のサイバー防御AIがヨーロッパに届くの

は、米国内での公開から2〜6か月も遅れる。その頃には、オープンソース

AIは最先端モデルとの差をほぼ縮め、アメリカのハッカーたちは、とっく

にその能力を手にしている。表向きには、安全性の確保と適切な監督のた

めだと説明されていた。しかし、実際にはワシントンは自国だけが持つ優

位性に気づいており、それを手放すつもりはまったくないのだ。

2027年6月 – 閉ざされていく好機
US

48.3 GW
EUROPE

3.7 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

13.2×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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カロリーヌは6月のほとんどを各国政府との電話協議に追われた。そのや

り取りはどれも短く、後味の悪いものばかりだった。

クリスティアン:  ブリュッセルはランサムウェアの波にどう対処して
るんだい？

カロリーヌ:  ひどい状況だわ。主権政策が裏目に出ちゃってるのよ。

クリスティアン:  皮肉な話だな。

カロリーヌ:  こっちとしては、笑い事じゃないわ。

クリスティアン:  ごめん。君の言う通りだね。

ヨーロッパの状況がいよいよ行き詰まる中で、アメリカと中国の両国は、

フロンティアAIモデルのオープンソース化を厳しく制限する方針を打ち出

した。ワシントンは国家安全保障を理由に挙げ、敵対国の研究開発の加速

や、自律型サイバー能力が急速に広がっていることを指摘した。北京は社

会の安定と秩序維持を理由に挙げた。両国政府は今回、珍しく同じ結論に

達した。最先端AIモデルの重み（weights）は、もはや誰にでも無制限に

公開してよいものではない、という結論に達したのである。

中国の発表があった日の夕方、オフィスを出たカロリーヌは周りに明るい

雰囲気が漂っていることに気づく。EUのテクノロジー主権パッケージで

は、アメリカのAI支配に対抗できる存在としてオープンソースが高く評価

されていた。にもかかわらず、カロリーヌの同僚たちはほっとした様子で

あった。ランサムウェアの波は勢いを弱めるだろう。攻撃は頭打ちとな

り、防御能力がそれに追いつくようになる。その危機は封じられた、と彼

女の同僚たちは口をそろえる。オープンソースの禁止が、ヨーロッパの増

大し続ける対外依存にとって何を意味するのかに、もはや思いを巡らす人

はほとんどいなくなった。
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ストラスブールでの出来事から1年4か月後、カロリーヌは昇進し、別の部

署へ異動していた。

AIの進歩はテック企業のCEOたちが予想していたとおり、2026年を上回る

勢いで加速していた。AIエージェントは、今や表計算ソフトを使いこな

し、ソフトウェアを設計し、金融システムまで操作するようになってい

た。あるAIモデルは画像を生成し、別のAIモデルはPhotoshopを立ち上げ

て何十回も試行錯誤を繰り返し、納得のいく構図になるまで自動で調整を

続ける。カロリーヌは、AIエージェントが企業向けソフトウェアを人間の

2倍の速さで、しかも一度もミスを犯すことなく操作するデモを見る。そ

の光景は、彼女に言いようのない不安を抱かせた。アメリカの主要AIラボ

では、AI自身がAI研究を行う仕組みの実現が目前に迫っていた。Atlasは株

式を上場し、時価総額は4兆ユーロに達した。そして、この頃には誰も

が、AIこそが新たな時代を切り開く技術であることを疑わなくなってい

た。

AI開発競争は、今や一握りの企業による戦いへと変わっていた。開発に必

要な資金は天文学的な規模に膨らみ、AI自身がAI研究を加速させる好循環

も生まれたことで、後続企業が追いつく余地はますます小さくなってい

た。アメリカで4位、5位につけていたAI企業は、トップとの差をさらに広

げられていた。ある企業は、最先端AIの研究開発を業界トップ企業との提

携に委ねることを検討し、また別の企業は新たにクラウド事業を立ち上げ

る一方で、AIチップの自社開発にも乗り出していた。

Heliosは、ヨーロッパのAI主権政策の追い風に乗り、アメリカの最先端AI

に約1年半遅れながらも、その差を広げられることなく踏みとどまってい

た。ヨーロッパの新たな投資家から数十億ユーロを調達し、優秀な人材の

流出も食い止めた。

相対的な遅れは変わっていない。それだけ見れば、Heliosは健闘している

と言える。だが、絶対的な差はまったく別の問題だった。2023年には、1

年6か月の遅れはAIモデル1世代分にすぎなかった。しかし今では、AIの性

能向上が加速し、開発サイクルも大幅に短縮された結果、1年6か月の差は

何世代分もの開きに相当する。しかも、AIはもはや単なるチャットボット

2028年1月 – 現状を振り返る
US

64.9 GW
EUROPE

5.7 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

11.3×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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ではない。創薬プロジェクトを進め、数学やサイバーセキュリティの仕事

を自動化し、多くのホワイトカラーの仕事のかなりの部分を担うように

なっていた。

カロリーヌは、フランスのリテール銀行でソフトウェアエンジニアとして

働いている旧友と、ワインを酌み交わしていた。その席で彼は、自分の勤

務先にもAI主権方針が導入されている、と彼女に語った。Atlasの利用自体

は認められている。だが、実質的なデータを入力することは許されていな

い。データセットの列名でさえ入力してはならないという徹底ぶりだ。

Heliosを使うこともできるが、性能はAtlasに及ばない。そのため彼は、実

際には個人のノートパソコンでAtlasを動かし、出来上がったファイルだけ

を会社のシステムへ移しているのだ。

こうした状況は、ヨーロッパの大企業のほとんどで繰り返されていた。誰

もがその実態を知っている。だが、それを公然と口にする者はいない。

それでもなお、ブリュッセルの政治家の中には希望を持ち続けている者も

いた。

フロンティアAI構想は全速力で進んでいる。フランスとドイツは、その非

営利組織を政治的に強力に後押ししている。彼らは競争力のある報酬を提

示し、優秀な人材の獲得に成功している。その中には、アメリカのAIラボ

で経験を積んだ人材も含まれている。フロンティアAI構想の研究上の「賭

け」のひとつとしてロボットの学習に利用できるワールドモデルがある

が、実に有望な研究成果を生み出し、世界中から注目を集めている。

2028年のEU予算では、AIを活用した科学分野に大規模な新規予算が投入

された。対象は、医療や材料、クリーンエネルギーなどヨーロッパがまだ

十分に世界をリードできる可能性を残している分野である。当初は、導入

に向けた試験的運用は難航したが、良好な成果を上げている。医師の生産

性は向上し、教師からは生徒の学習成果が改善したとの報告が寄せられ

た。

AIによって大量の雇用が失われる、という悲観的な予測も、まだ現実には

なっていない。AIの導入が進んでいる業界でも、雇用が大幅に減るような

兆候は見られない。むしろ、AIを使いこなし、その能力を引き出せるコン

サルタントや弁護士、ソフトウェアエンジニア、アナリスト、デザイナー

などは、生産性も収入も伸ばしていた。AIが単純で手間のかかる仕事を引
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き受けるようになったことで、人間には判断力や顧客との信頼関係、そし

て最終的な責任を担う役割がこれまで以上に求められるようになってい

た。

あるヨーロッパの首相はインタビューで、ヨーロッパが出遅れたことを認

めつつも、現在は着実に巻き返しており、ヨーロッパのAIが新たな生産性

向上の波を生み出していると主張した。カロリーヌは帰宅すると、その記

事をクリスティアンに送った。

カロリーヌ:  もしかしたら、うちの上司の考えも間違ってはいなかっ
たのかもね。

クリスティアン:  生産性ブームを楽しもうよ。

クリスティアン:  本当の影響が現れるのは、もっと先のことだから。
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世界で高まる計算資源を求める声。

これまでAIチップのサプライチェーンで生じたボトルネックは、そのたび

に何らかの方法で乗り越えられてきた。半導体工場の生産能力が不足すれ

ば、TSMCやSamsungは工場を増設した。アメリカの送電網ではデータセ

ンターの増設に対応できなくなると、AIラボは移動式のガス発電設備を導

入し、現地で自前の発電を行った。高帯域幅メモリー（HBM）の供給が逼

迫すると、スマートフォンなどの民生向け製品に回る分をAI向けへ振り向

けた。その結果、スマートフォンの価格は急騰したが、それはAI業界に

とっては大した問題ではなかった。しかし、今回のボトルネックは、それ

までとは性質がまったく異なっていた。

オランダの半導体製造装置大手ASMLは、TSMCがAIチップを製造するため

に使用するEUV露光装置を生産できる世界で唯一の企業だった。年間生産

台数は60台から85台へと増え、確かに大きな前進ではあった。しかし、爆

発的に拡大するAI需要には、到底追いついていない。ASMLのサプライ

チェーンには、5,000社を超える供給企業が連なっている。そのうち一社で

も計画どおりに部品を供給できなければ、サプライチェーン全体の生産が

滞ってしまう。しかも、EUV露光装置は極めて高度な技術の結晶で、約10

万点にも及ぶ部品のうち、たった一つを改良するだけでも、博士号レベル

の専門知識と長年の経験が欠かせない。そうした人材を、一朝一夕で増や

せるはずもなかった。

ワシントンは、ASMLが依然として、業界で「DUVi」と呼ばれている旧世

代の液浸露光装置の一部を中国企業に輸出していることを快く思っていな

い。それらの装置は、中国製AIチップの製造に使われているが、その性能

はアメリカの最先端AIチップには及ばない。

オープンソースをめぐっては一時的に意見が一致したものの、この1年で米

中関係は再び悪化していた。ワシントンは中国が国内の半導体産業を完成

させれば、AIインフラの整備においてはアメリカを上回るようになるので

はないかと懸念している。中国は驚異的なペースで膨大な量のエネルギー

供給を増やしている一方、アメリカの電力生産は横ばいのままであった。

AI競争が、より多くのデータセンターを建設した国が勝つという勝負にな

れば、長い目で見て優位に立つのは中国だろう。その一方で、北京もまた

2028年5月 – 計算資源を巡る危機
US

79.3 GW
EUROPE

7.9 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

10.0×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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別の懸念を抱えていた。中国の半導体産業が十分に発展する前に、ワシン

トンが軍事AIの分野で取り返しのつかないほどの差をつけてしまうのでは

ないか、というのである。もしそうなれば、アメリカはAIでの優位を背景

に、中国に地政学的な譲歩を迫るかもしれない。そして、その懸念をさら

に強めていたのが、アメリカのAI企業のCEOの一部が、軍事AIを利用して

権威主義国家を民主化すべきだと公然と語っていたことだった。

ワシントンは、自らが行動を起こせる時間は残りわずかだと認識するよう

になった。AI分野での優位は、その大部分が、数年前に導入したオランダ

製EUV露光装置と米国製AI半導体に対する巧妙な輸出規制によって築かれ

たものだった。そしてアメリカは、規制をさらに強化していった。オラン

ダ政府に圧力をかけ、ASMLがなお中国向けに行っているDUVi露光装置の

輸出と保守サービスを停止させようとした。これは大きな規制強化だ。と

いうのも、中国は同じDUVi露光装置を、スマートフォンやノートパソコン

といった一般向け製品に使われる国産半導体の製造にも利用しているから

だ。

オランダはこれに反発し、他のEU加盟国に支援を呼びかけた。彼らはワシ

ントンの考え方には一定の理解を示している。しかし、この２年間ヨー

ロッパを威圧し続けてきた政権に指図されることも、ましてやその大国間

の対立に引きずり込まれることも望んではいなかった。

欧州委員会はオランダを支持したが、ヨーロッパがASMLの装置の輸出を

続ければアメリカの報復を招きかねないと恐れる加盟国も少なくなかっ

た。ヨーロッパの足並みは、まとまる前から崩れ始めた。

アメリカに裏切られたと感じたオランダは、同じく半導体サプライチェー

ンで重要な地位を占め、アメリカから同様の圧力を受けている日本と韓国

に働きかけ、共同歩調を取ろうとした。だが、両国は安全保障面で依然と

してアメリカへの依存が大きいうえ、この2週間のうちに米政府の高官が

相次いで両国を訪問していたこともあり、協力要請には丁重に応じなかっ

た。

オランダがなおも態度を崩さないとわかると、ワシントンはオランダに圧

力をかけてきた。切り札となったのは、外国直接製品規則（Foreign Direct

Product Rule）だ。これは、アメリカの技術やソフトウェアを用いて製造

された製品であれば、世界のどこで誰が作ったものであってもアメリカの

管轄下に置けるという制度である。2020年にアメリカがHuaweiを事実上
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締め上げるために用いたのと同じ手段だ。ASMLの露光装置は、この規則

の適用対象に何重にも該当する。もし中国向けにDUVi露光装置の販売を続

ければ、ASMLは米国法に違反したと見なされる。輸出特権の停止や巨額

の民事制裁金、さらに理論上、経営幹部個人の刑事責任まで問われかねな

い。こうした制裁は、ASMLの装置に依存するアメリカ自身にも打撃とな

る。それでもASMLには、ワシントンの脅しをはったりだと見切る余裕は

なかった。結局、オランダが折れた。

ブリュッセルでは、カロリーヌが会議の合間にスマートフォンでその

ニュースを読む。彼女の脳裏には、交渉力を築く必要性を訴えた2026年の

メモがよみがえる。そして、そのメモを見て、「よく考えられた提案だ」

と穏やかな笑顔で評価してくれた上司の姿が思い浮かんだ。

クリスティアン:  これが一発目の警告ってことだね

クリスティアン:  君の同僚はみんなそう思ってるんだよね？

カロリーヌ:  私の周りの同僚たちはそう捉えてるわ。

カロリーヌ:  でもね、他の人たちはただ単にちょっと後退したくらい
にしか考えていないわ。

クリスティアン:  そうなんだ。

クリスティアン:  わかった。

カロリーヌ:  まあ、アメリカがなぜあんな対応を取ったのかはわかる
わ。

カロリーヌ:  でも、その見返りとして私たちは何一つ譲歩を引き出せ
なかったの。

クリスティアン:  ひどい話だな 。
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AIモデルはもはや英語で思考する存在ではない。

初期の2025年型AIのように、人間にも読み取ることのできるデジタルスク

ラッチパッドに思考を書き出しながら推論するのではなく、新しいAIは

「高次元ベクトル」と呼ばれる膨大な数値列を使って思考を進める。そこ

では、その意味を人間はもちろん、他のAIですら正確には読み解くことが

できない。複雑な思考をいちいち英語へ変換する必要がなくなったこと

で、AIはより速く、より深く思考できるようになった。その結果、知能と

能力が飛躍的に向上した。

この研究を追っているAI安全性の研究者たちは危機感を抱いていた。なぜ

ならモデルを制御するために用いてきた戦略の多くは、こうしたスクラッ

チパッドの利用を前提としていたからだ。それができないなら、モデルが

密かに独自の目的を追いかけていないということを、どうやって確かめれ

ばいいのだろうか。推論過程を読むことができなくなったら、不正利用を

監視するシステムは、どうやったら危険な行動を察知することができるの

だろうか。ブリュッセルでは、専門家たちはEU AI Officeに対し、開発者に

スクラッチパッド方式のシステムへ戻させるか、あるいはAI内部で何が起

きているのかを開発者自身が理解していることを示す別の証拠を提出させ

るよう求めている。しかし、EU AI OfficeはすでにアメリカのAI開発企業2

社との厳しい規制手続きの渦中にあった。これ以上、米欧関係を悪化させ

るわけにはいかなかった。

多くの人びとにとって、より目に見えて現れるのはAI能力の向上だった。

以前は数日がかりの調査・研究プロジェクトを確実には完遂できなかった

モデルが、最後までこなせるようになった。アメリカでは、これまで人員

削減を見送っていた雇用主たちが、ついに解雇に踏み切った。新卒や若手

人材の採用はさらに冷え込み、失業が加速していく。

ヨーロッパでは労働市場への圧力は比較的小さいものの、その分経済成長

も鈍い。経済成長率は1.6%にとどまっている。アメリカは3.8%である。こ

の格差は否定しようがなく、その原因はAIが生み出す価値を取り込む能力

の差にあると考えられている。ヨーロッパもほぼ同じAIモデルを利用でき

るにもかかわらず、それを同じだけの経済的効果へ結びつけることができ

ない。その理由は3つある。

2028年8月 – 迫り来る危機の兆し
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1つ目の理由は、所有の構造だ。売上を急速に伸ばしているAI企業やAIイ

ンフラ事業者はいずれもアメリカに拠点を置いている。ヨーロッパにもAI

ネイティブのスタートアップは存在するが、大規模な成長資金を提供して

いるのはアメリカのベンチャーキャピタルであり、急成長した企業ほど海

外へ拠点を移していく。

2つ目の理由は、導入の進み具合である。ヨーロッパでもAI導入の実証実

験は行われているものの、最先端AIを業務に組み込む動きは、アメリカ企

業のほうがはるかに積極的だった。ヨーロッパの企業の中には、断片化し

た規制によって足を引っ張られている企業もあれば、リスクを避ける経営

風土や、性能の劣る自前の代替製品の利用を強いる社内方針が足かせと

なっている企業もある。かつてイタリア商法の専門知識を武器に高額な報

酬を請求していたミラノの法律事務所は、今ではイタリア、フランス、ド

イツの法制度を同時に扱えるAIを持つアメリカの法律事務所と、より速

く、より安い価格で競争しなければならなくなっている。イタリアの法律

事務所では、弁護士はいまだに最先端AIモデルの利用を認められていな

い。同じ構図は、コンサルティング、ソフトウェア、マーケティング、金

融の各分野でも繰り返されている。

3つ目の理由は、AIを導入した企業で何が起きるかだ。アメリカでは、多

くの中堅企業が数か月のうちにAIを前提とした組織へと再編を進め、組織

の階層を減らし、チームを小規模化し、業務サイクルを加速させている。

一方、ヨーロッパ企業では、同じ変化に何年もかかることが少なくない。

労使協議会（ワークス・カウンシル）が高性能AIの本格導入にブレーキを

かけ、雇用保護制度も、自動化できる業務に従事する従業員を配置転換や

削減することを難しくしている。本来であれば、その労働力は人手不足の

分野へ移すこともできるはずだ。AIの助けによって生産性を飛躍的に高め

る労働者がいる一方で、ヨーロッパでは「働いているふり」をする労働者

も少しずつ増え始める。彼らはログインし、会議には出席するが、それ以

外の仕事の大半をAIエージェントに任せ、自分ではわずかな時間しか費や

さない。これは悪いことばかりではない。家族と過ごす時間が増え、昼食

をゆっくり楽しみ、午後には散歩をする余裕も生まれる。しかしその一方

で、企業はAIにも、生産性の低い従業員にも、コストを払い続けなければ

ならない。本来なら成長への投資に回るはずの資本は、既存の雇用を維持

するために使われ続けることになる。
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こうした事態は、ヨーロッパ経済がすでに低迷しているさなかに起きてい

る。中核を担う製造業は次第に海外へ移転し、かつて世界に名をはせた自

動車メーカーはその中で特に深刻な打撃を受けた業界の一つとなってい

る。電気自動車への転換の波に乗り遅れた彼らは、より安価で性能に優れ

た中国車との激しい競争にさらされ、その結果、何百万人もの労働者が先

が見えない状況に置かれた。

そして今や、ヨーロッパの税収基盤までもが揺らぎ始めている。本来なら

労働者の所得となるはずだった資金は、次第にアメリカ企業とその投資家

へ流れるようになった。その多くは、ヨーロッパ各国の税務当局の手は及

ばない低税率地域を経由しているのだ。同時に、ヨーロッパ全土で失業給

付の申請が少しずつ増え始める。急激ではないものの、アメリカの数字か

ら見れば、この先どこへ向かうのかは明らかだった。さらに、AIブームは

世界的な金利上昇を招き、フランスのような国では、毎年の国家予算のう

ち国債の利払いに充てる割合がますます大きくなっていく。

カロリーヌ:  あなたの言っていたことが、ようやく分かった気がする
わ。

カロリーヌ:  ヨーロッパの破滅的な悪循環を断ち切る唯一の処方箋
は、結局のところ経済成長しかないのね。

カロリーヌ:  でも、成長してるのはアメリカよね。

クリスティアン:  その通りだね。

カロリーヌ:  さっきね、昔の同級生にばったり会ったの。

カロリーヌ:  彼女1日3時間しか働いてないんだって。

カロリーヌ:  残りの仕事はエージェントにやらせてるって。

カロリーヌ:  最近はガーデニングを始めたそうよ。

クリスティアン:  本人がそれでいいならいいんじゃない。
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いよいよアメリカ大統領選挙だ。世界は、いつものように固唾をのんで見

守っている。

AIは今回の大統領選の最大の争点となった。しかし、それはAI業界が望ん

でいたような形ではなかった。今や、多くのアメリカ国民はAIと距離を置

きたいと考えている。環境保全団体はデータセンターの膨大な電力消費を

問題視し、労働組合は雇用への影響を懸念する。教育現場からAIを締め出

したいと考える教師もいれば、法廷での利用を認めるべきではないと主張

する法律家もいる。

予備選挙では、左右を問わずポピュリスト候補が強硬な反AI政策を掲げて

戦った。彼らはデータセンター建設の一時停止や労働者保護、教育現場で

のAI禁止、さらには年齢制限を訴えた。本選挙ではより中道寄りの候補者

が当選した。AI業界との強い結びつきが選挙戦を支えたためである。だ

が、反AI感情が消えたわけではない。人々は怒っていた。

反AIの声は政治的立場を超えて広がっている。しかし、それが人々を一つ

にしているわけではない。分断は深まっている。それは民主党と共和党と

の対立だけでなく、AIを使うエリート層と、AIを恐ろしく、人間らしさを

奪い、さらには不道徳なものだと感じ、しかも格差が目の前で広がってい

くのを見つめる中間層との間にも広がっていた。抗議のために街頭へ繰り

出す人々は増え続け、複数のテクノロジー企業のCEOが暗殺未遂の標的と

なった。最近では、データセンターへの放火事件まで起きている。それで

もアメリカ政府はAI開発を厳しく取り締まることはできない。新大統領も

前大統領と同じく、アメリカは中国とのAI競争に勝たなければ国家安全保

障に容認できないほどの脅威を招くと確信しているからだ。そのため、国

民が望むような政策を打ち出すのではなく、不満をなだめるための場当た

り的な対策を講じるにとどまる。

反AI感情はヨーロッパにも広がっていく。人々はアメリカのテクノロジー

企業への怒りを募らせ、政府に対策を講じるよう求める。そして、より手

厚いセーフティネットの拡充を訴えるが、ヨーロッパには、今ある制度を

維持することさえ容易ではないという現実には気づいていない。

その間にも、ヨーロッパのAI企業はさらに後れを取っていく。

2028年11月 – 民意
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公的投資や計算資源への補助金、優先調達契約にもかかわらず、Heliosと

Atlasの差はさらに広がっていた。アメリカのAIラボでは、自らコードの大

半を書き上げるAIエージェントの群れを活用し、人間だけで研究していた

頃の2倍を超える速度でアルゴリズムを進歩させていた。さらなる進歩を

阻んでいるのは、もはや計算資源の制約だけだった。そしてAtlasは、史上

どのAIシステムよりも豊富な計算資源を手にしている。一方のHeliosは、

計算資源がその何分の一しかなく、社内利用に最先端のアメリカ製AIモデ

ルを使うこともできない。その結果、AIによる研究開発の加速効果はほと

んど現れていなかった。差は、月を追うごとに広がっていく。

公的な取り組みは公共財を生み出しているものの、ヨーロッパのAI主権の

強化にはほとんどつながっていない。フロンティアAI イニシアチブは解釈

可能性の研究で目覚ましい成果を上げ、その成果は世界中のAIの信頼性向

上に貢献している。しかし、世界モデルの研究プログラムは他者に利用さ

れる形となってしまった。研究成果が現れ始めるとすぐに、Atlasはフロン

ティアAIイニシアチブの進展に目を付け、独自のチームを立ち上げ、莫大

な計算資源予算を提示してフロンティアAI イニシアチブの優秀な研究者4

人を引き抜くことに成功した。研究者たちは、去り際に同僚にこう語っ

た。「本当は残りたかった。ヨーロッパのプロジェクトを信じ、その力に

なりたかった。だが、でも、信念だけではどうにもならない時がある。」

人々の目には、EUが掲げた壮大なAI戦略は失敗に終わりつつあるように

映っていた。巨額の投資を行っても、Heliosのようにヨーロッパを代表す

るAI企業でもAtlasに追いつくことができなかった。DSAに基づく規制も、

公平な競争環境を実現することはできず、目に見える成果といえば、アメ

リカの反発を招き、EUとアメリカの関係を悪化させたことくらいだった。

しかし、ヨーロッパはこのプロジェクトに、政治的にも財政的にも莫大な

資源を投じてきた。失敗を認めることは、この2年間と何百億ユーロを行

き止まりの計画に費やしたと認めることに等しい。それ故に、ヨーロッパ

はさらにこの路線を押し進めた。

欧州委員会は、新たに200億ユーロ規模のヨーロッパAI主権基金を打ち出

す。重点分野は、フォトニクスやエッジAIなど、「次世代の技術パラダイ

ム」とされる領域だ。しかし、成功する可能性は極めて低い。同じ組織

が、一度は資金を最先端のAI開発力へと結びつけることに失敗したにもか

かわらず、今度はより困難な目標を、しかも残された時間がさらに少ない

中で、もう一度成し遂げるよう求められているからだ。レセプションで、
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あるポーランドの欧州議会議員がカロリーヌに皮肉交じりにこう言った。

「手札が一枚もないのに、賭け金だけは上積みする。そんな賭けは前代未

聞ですよ。」

亀裂が表面化し始めた。ドイツでは、「機械を止めろ、ドイツの雇用を守

れ」とはっきりした反AI政策を掲げるポピュリスト政党が、次の連邦議会

選挙の世論調査で首位となった。イタリアでは、この５年間ほどEU懐疑派

の政権が常態化しており、ポピュリスト政党がEU加盟の是非を問う国民投

票を公然と訴えている。

パリでは、我慢も限界に達していた。エリゼ宮はもはや、EUの計画が求め

られる期限までに成果を上げられるとは信じていなかった。LLM分野で

ヨーロッパに残る唯一の有力企業であるHeliosも、このままでは数か月以

内に取り返しのつかない形で競争に敗れるおそれがあった。難航した交渉

の末、フランスはHeliosに対する150億ユーロの出資を発表した。その見

返りとして、株式の17％、取締役会の1議席、そして将来の資金調達ラウ

ンドに対する拒否権を取得する。

クリスティアン:  フランスは、死体を買ったようなもんだね。

カロリーヌ:  それは言い過ぎよ。

カロリーヌ:  あの人たちは、本気でなんとかしようと思っているんだ
から。

クリスティアン:  でも事実は事実さ。
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中国のAI戦略は、EUの戦略とよく似ている。ただし、一つだけ決定的な違

いがある。それは、中国の戦略は実際に成果を上げているように見えるこ

とだ。ブリュッセルと同じように、北京も最も有望な企業を支援し、補助

金や政府調達を通じて産業を保護し、AIの急速な普及を推し進めている。

しかし、中央集権的な権威主義国家が自らの政策を押し進めるのは、自由

民主主義のもとで27の加盟国が互いに対立し合うEUよりも、はるかに容易

だった。計算資源が複数のAIラボに分散していた際、中国共産党は、それ

らのAIラボに資源を統合するよう命じるだけで済んだ。しかし、欧州委員

会にはそのような権限はない。中国は人材の層が厚く、安価で豊富なエネ

ルギーを利用できる。中国の最先端AIラボは、依然としてアメリカとの差

を1年以内に保っている。

重要なのは、中国が認知AIの最前線に立つことを戦略の前提だとは考えて

いないという点だ。中国政府は以前から、AIでまず実体経済を強化するこ

とを目指しており、ロボット製造では圧倒的な優位性がある。巨額の政府

補助金により、人型ロボットの年間生産台数は100万台を超え、家庭用ロ

ボットも今では1万ユーロで購入できるようになった。深圳のような都市

では、人型ロボットが街路を清掃したり、四足歩行ロボットが荷物を配達

したりする光景が日常のものとなっている。北京は、AIではシリコンバ

レーに大きく引き離されずについていければ十分だと考えている。ロボ

ティクスに必要なAI能力がさらに発展すれば、自国が持つ製造業の強みが

大きな競争力へと変わると見込んでいるからだ。

その賭けは、依然として成功する可能性を十分に残していた。そしてアメ

リカでは危機感が高まっていた。アメリカの政治家たちは、中国とのAI競

争を「第二の冷戦」と呼び始めている。アメリカがASMLに中国向け輸出

の停止を強制して以降、米中の緊張はさらに高まっていた。両国ともAI開

発を国家安全保障上の重要課題と位置づけ、厳重な警備体制を敷くように

なった。アメリカでは、研究者は情報機関による身元調査を受け、最先端

AIモデルの重み（weights）にアクセスするには機密取扱資格が必要と

なっている。一方、連邦政府は、中国がAIアルゴリズムの機密を盗み出し

ていると繰り返し非難している。中国はZimoを半ば国有化し、国家の総力

2029年1月 – ロボット経済という
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を挙げてそのAI開発を後押ししている。中国の主要なZimoデータセンター

近くで送電網の一部が停止すると、それはアメリカが支援するAIサイバー

攻撃によるものではないか、という噂が広まった。

クリスティアン:  今、深圳にいるんだ。

クリスティアン:  セーラーハットをかぶったロボットにカクテルを
作ってもらったよ。

クリスティアン:  ここでは、ロボットをまるでクリップでも作るみた
いな勢いで量産してるよ。

カロリーヌ:  カクテル、おいしかった？

クリスティアン:  うん。うん。かなりうまかったよ。
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AI需要は爆発的に拡大している一方で、計算資源の供給は追いついていな

い。最先端AIラボは最先端モデルへのアクセスを制限し、利用料金を引き

上げている。企業は推論トークンを求めて悲鳴を上げていた。

アメリカ企業は世界のAI計算資源の70％を運用し、そのサービスを世界中

に提供している。その結果、アメリカのAIインフラは、海外企業の生産性

を高め、各国の軍事力を強化し、海外の最先端AIラボの競争力向上にも利

用されている。もっとも、最後のケースは正規の販売ではなく、違法な

「蒸留攻撃」によるものだ。ワシントンは日増しに警戒を強めていた。

アメリカの国家安全保障審査は制度化され、もはや任意であるという建前

すらない。最先端AIモデルへのアクセスは、アメリカ国内の利用者向けに

計算資源を確保するため、原則として制限されるようになる。まずアメリ

カ国内の政府機関に提供され、その次が同盟国政府だ。敵対国には、一切

提供されない。

しかし、AIモデルやその重み（weights）へのアクセスを制限するだけで

は不十分だった。計算資源の不足により、推論処理そのものも貴重な資源

となっていた。そして4月、ワシントンはついに我慢の限界に達する。モ

デルへのアクセスを制限するだけでなく、利用そのものを割り当て制にし

始めた。同盟国に対しても例外ではなかった。

フロンティア推論サービス規則（FISR）は、国を基準としたライセンス制

度である。Tier 1諸国は、英語圏の情報共有国「ファイブ・アイズ」の加

盟国に加え、日本、韓国、台湾、オランダなどの緊密な同盟国であり、そ

の国々には制限のない商業利用のアクセスが認められ、報告義務も最小限

にとどまる。Tier 3は、イラン、ロシア、中国などの敵対国であり、原則と

していかなるアクセスも認められない。ヨーロッパの大半は、その中間に

位置する約100か国から成る第2層（Tier 2）に含まれている。FISRは、ど

の提供事業者のフロンティア推論も、Tier 2の顧客には25％を超えて提供

してはならないと定めており、個別のライセンスは、「アメリカ合衆国の

国家安全保障上の利益との整合性」を含む複数の要素に照らして審査され

る。

2029年4月 – あらゆる領域へ
US

118.5 GW
EUROPE

12.1 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

9.8×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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ブリュッセルにとって問題なのは、25％という数字だった。そして、それ

は悪い知らせだった。ヨーロッパの顧客だけで、すでにアメリカのフロン

ティア推論のほぼ4分の1を占めている。それを他の約80か国と公平に分け

合えば、ヨーロッパへの割当はおよそ半分に減ってしまうのだ。制度の導

入からわずか1週間で、長期契約を結んでいないヨーロッパ企業のもとに

は、利用できる推論能力を減らし、料金も引き上げるという通知が次々と

届く。他の最先端AIラボに乗り換えようにも、それはできない。アメリカ

のAIサービス提供者はすべて同じ規制に従っていたからだ。

ヨーロッパはアメリカAIに依存している。しかし、アメリカはヨーロッパ

に依存してはいないのだ。計算資源は今や極度に不足しているため、ヨー

ロッパの顧客を失っても、AIラボの収益にはほとんど影響がない。もとも

と処理能力が上限に達していたため、ヨーロッパ向けに販売しなくなった

推論サービスは、アメリカ国内の潜在需要や、自社の研究開発へと回すこ

とができるのだ。Atlasをはじめとする各社は、こうした規制は将来の市場

を失うリスクがあり、世間からの印象も最悪だとして、水面下でホワイト

ハウスに対し、規制を緩和するよう働きかけている。しかし、彼らは公の

場で異議を唱えようとはしない。AIをめぐる国家安全保障規制が強化され

るにつれ、連邦政府との良好な関係がますます重要になるからだ。そのう

え、彼らの関心は、能力競争に勝ち、運営する人間よりも急速に賢くなり

つつあるAIシステムを制御し続けることに向けられている。そのため、ワ

シントンに方針転換を求める声はほとんど上がらなかった。

ブリュッセルでは、欧州理事会の緊急会合が開かれる。フランスとドイツ

の閣僚は、Tier 1への格上げを求めてワシントンへ向かう。しかし返って

きたのは、「現在の二国間関係を考えれば、Tier 2の方が適切な位置付け

だ」という返答だった。

カロリーヌは、帰宅途中の地下鉄で会談の結果をまとめた報告書に目を通

した。いつかはこういう日が来ることが彼女はずっと以前から分かってい

た。それでも、その知らせは重いものが落ちてきたかのような衝撃だっ

た。

カロリーヌ:  みんな、やっと事態を理解したみたい。もう手遅れだけ
ど。

クリスティアン:  そうだね。
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クリスティアン:  僕は、そうなるんじゃないかと心配してたんだ。

クリスティアン:  すべてのアクセスを停止するって言い出すまで、あと
どのぐらいだろう。

カロリーヌ:  私も、まったく同じこと考えてたわ。

49

E U R O P E  2 0 3 1



推論上限の導入から1週間が過ぎたヨーロッパ各国の首都では、避けられ

ない事態を少しでも先延ばしにしようと慌てる企業からの電話が鳴りやま

ない。フランスのある公益事業会社のCEOはエリゼ宮に電話をかけ、自社

のサイバーセキュリティ部門はすでにAIを利用したサイバー攻撃への対応

で劣勢に立たされており、アメリカの最先端AIモデルへのアクセスが半減

すれば、重要インフラは危険なほど無防備な状態に置かれると訴える。

デンマークの物流大手のトップは同国の首相に対し、長年にわたる最適化

で、同社は今では容易には置き換えられないアメリカのシステムに深く依

存するようになり、事業モデルそのものが危機に瀕している、と伝える。

ドイツの中小企業代表団は首相府に対し、価格が上がるだけでも、何千も

の中小企業が最先端AIを利用できなくなると警告する。

ソブリンAI政策を延期、あるいは撤回するという賢明な判断をしたヨー

ロッパ企業は、何年もかけて、自社の業務をフロンティアAIエージェント

中心へと作り替えてきた。今や彼らは、そのAIエージェントを足元から引

き抜かれる事態に直面している。ヨーロッパ製の代替手段は約2年遅れて

おり、中国製の代替手段も、コンプライアンスを重視する企業にとっては

現実的な選択肢ではない。

ブリュッセルでは、ようやく誰もAIは過大評価されていると主張しなく

なった。カロリーヌは「AIバブル」という言葉を耳にしなくなって、もう

何か月にもなる。かつて彼女のことを「大げさだ」と言っていた上司は、

今では各国の首都との電話に明け暮れ、被害の対応に追われている。ある

火曜日の午後、彼はコーヒーカップを2つ手にして彼女のデスクに立ち寄

り、1つをそっと差し出した。2人はほとんど何も話さないまま、それを飲

んだ。カロリーヌは、それが彼にできる精一杯の謝罪なのだとわかった。

今では誰もが問題を理解している。しかし、問題を理解することと、それ

を解決できることとは、まったく別のことだった。Heliosのモデルへの需

要は爆発的に増え、すでに同社の供給能力はまったく追いつかないほど

だった。ギガファクトリーの建設もようやく始まったものの、本格稼働は

来年まで待たなければならない。しかも、それが稼働したとしても、需要

とのギャップを埋めるには到底足りない規模だ。

2029年5月 – 均衡が崩れる
US

122.0 GW
EUROPE

12.2 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

10.0×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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クリスティアン:  本当に笑えるよな。

クリスティアン:  フランスはさ、Heliosへの投資で大もうけだぜ。

クリスティアン:  みんな欲しがってるんだからね。

カロリーヌ:  先の先を読んでたってことね。

欧州経済は締め上げられていた。ワシントンとの緊迫した電話協議が何度

も行われた末、欧州の首脳たちは抜本的な措置に踏み切るしかないと判断

する。欧州委員会はその歴史上初めて、反威圧措置（Anti-Coercion

Instrument）に基づく正式な審査を開始する。ブリュッセルの報道機関が

長年「貿易バズーカ」と呼んできた制度だ。これまでは抑止力として存在

するだけで、実際に発動されるとは誰も本気では思っていなかった。

4か月に及ぶ評価の末、FISRは経済的威圧に該当するとの結論に至る。し

かし、その評価により同時に厄介な現実も明らかになった。誰もが思いつ

くような報復措置は、結局のところ欧州自身の首を絞めるだけだった。ア

メリカのクラウドサービスやデジタルサービスに関税を課せば、ヨーロッ

パの企業がすでに必死になって確保している最先端AIの推論サービスの価

格を押し上げるだけだった。10年前なら大きな打撃となったであろう、ア

メリカの企業を公共調達から排除するという報復策も、もはや意味をなさ

なかった。デジタル主権規則によって、すでに締め出されることになって

いるからだ。

そこで提案された対抗措置は、あまり注目されてこなかった手段に目を向

けたものだった。すなわち、米国のAIラボがEU単一市場内で保有している

知的財産権の保護を停止し、アメリカ企業によるヨーロッパ企業の買収を

審査、あるいは阻止するというものだった。それらは、ヨーロッパ自身の

計算資源予算には手を付けることなく、ワシントンの輸出企業に打撃を与

えるよう設計されていた。

最も大きな打撃を与えられる措置は、半導体露光装置のサプライチェーン

を標的にするものだ。すなわち、ASMLによるアリゾナ州にあるアメリカ

の半導体工場への装置輸出や保守サービスを制限することである。だが、
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それはヨーロッパにとって、自らも耐えきれない報復を招きかねない「核

オプション」でもある。

採決を行ったが、必要な特定多数は得られなかった。オランダとアイルラ

ンドは、米欧関係への影響を理由に反対した。ロシアを懸念するポーラン

ドとバルト諸国も同じく対応を取った。イタリアは棄権した。公式には、

欧州委員会の高官は記者団に対し、この結果は「戦略環境に対する各国の

評価の違い」を反映したものだと語った。一方、非公式には、フランスの

ある官僚は同じ記者団に、「代表団はワシントンを恐れすぎて、この10年

かけて築いてきた武器を使えなかったのだ」と漏らした。

カロリーヌは、その夏の大半を危機対応会議に追われて過ごした。数年前

まで「すべてうまくいく」と言っていた人たちが、今では「まだ打つ手は

あるのか」と彼女に問いかけてくる。彼女は彼らに告げる。彼女は、意味

のある行動を起こせる機会は、2025年から2027年までのどこかの時点です

でに終わってしまったのだと答える。今や残されているのは、被害を最小

限に抑えることだけだった。
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AIエージェントが仕事を引き受け、人々は庭いじりでもしながら給料を受

け取る。それでも企業は誰も解雇できない。しかし、そんなヨーロッパの

束の間の蜜月は、長くは続かなかった。

人員をフルタイムで雇い続けなければならないヨーロッパ企業は、無駄の

ない体制を築いたアメリカの競合には太刀打ちできない。性能の劣るモデ

ルしか使えず、推論コストも高くつくという条件が重なればなおさらだ。

その衝撃は、まずAIの影響を最も受けやすい業界を直撃する。ソフトウェ

ア企業は、アメリカ企業がはるかに低コストで、はるかに速く製品を投入

するため、競争に敗れていく。中堅コンサルティング会社は、自分たちの

助言が最先端AIモデルに容易に先回りされるようになり、提供できる付加

価値をほとんど失ってしまう。

さらに言うと、AIシステムは進化を止めなかった。長らく、認知労働を本

当の意味で自動化するための最後の壁と考えられていたのが、継続学習

だった。人間は、仕事を続ける中で経験を積み、状況に応じた判断力や、

言葉では説明しにくい勘やノウハウを身につけていく。しかし、それまで

のAIは、新しいやり取りが始まるたびに、何も学んでいない最初の状態に

戻ってしまっていた。長いコンテキストウィンドウや外部メモリによっ

て、その差はいくらか埋められたものの、AI自身が運用中の経験から学

び、賢くなっていくことはできなかった。

しかし、その状況は変わった。たとえば、Atlasの最新モデルをコンサル

ティング会社で6週間運用すると、その会社特有の文書の書き方を身につ

けるようになる。誰が誰に配慮して仕事を進めるのか、どの顧客には悪い

知らせを慎重に伝えるべきか、どのベテラン社員の名前を出せば話が通り

やすいのかといった、組織の暗黙のルールまで学習してしまう。もちろ

ん、完璧ではない。失敗もある。しかし、その失敗はごくまれで、それを

補って余りある価値があった。その結果、かつては状況に応じた判断力

や、組織の中でしか共有されない暗黙知に守られていると考えられていた

知的労働も、今やAIに代替される対象となった。

AIを理由に積極的に解雇される人は多くはなかった。だが本当の問題は、

危機対応に追われる企業が新しい雇用を生み出せなくなっていたことだっ

た。新卒者向けの雇用市場は、誰も経験したことがないほど厳しい状況に

2030年2月 – 労働市場の衝撃
US

156.9 GW
EUROPE

13.5 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

11.6×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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陥っていた。法律事務所や金融機関、会計事務所などフロンティアAIを使

い続けられるだけの資金力がある企業、あるいは先を見越して長期契約を

結んでいた企業でさえ新卒採用を見合わせたり、採用人数を大幅に減らし

た。

カロリーヌの弟は、昨年の夏に物流管理の修士課程を修了したものの、そ

れ以来ずっと仕事が見つからずにいる。二人は月に一度、パリで夕食をと

もにする。代金はいつもカロリーヌが払う。弟は「何か別の仕事に就ける

よう、学び直したほうがいいのかな」と尋ねるが、彼女には何と答えれば

よいのかわからない。看護師不足は深刻だが、弟は血を見るのが苦手だ。

手に職をつけるような仕事にも向いていない。弟は黙ってうなずき、ビー

ルをもう一杯注文する。カロリーヌは、弟の気持ちを察し、それ以上この

話には触れなかった。

反AIを掲げて政治的なキャリアを築いてきた政治家たちは、自分たちの主

張が正しかったと証明された。一方、態度を曖昧にしてきた政治家たちは

対応に追われる。ヨーロッパ各国の首都では、街頭での抗議デモが日常の

光景となる。労働者保護の強化を求める人々、アメリカ製AIの禁止を求め

る人々、すべてのAIの禁止を求める人々などその要求はさまざまだった。

彼らは皆、「どこかの建物にいる誰か」が何らかの行動を起こしてくれる

ことを求めていた。

ヨーロッパの情報機関は、1年以上にわたり、ヨーロッパの人びとを標的

とした組織的な情報工作が行われていると警告し続けてきた。こうした情

報発信は、それぞれの国が抱える不安に巧みに合わせて調整されていた。

アメリカのテクノロジー企業がヨーロッパを空洞化させている、ワシント

ンはヨーロッパを従属国のように扱っている、大西洋をまたぐ関係はヨー

ロッパが一方的に損をするだけだ、といった主張が繰り返された。どれ

も、まったくの嘘というわけではなかった。ハーグとベルリンは、一連の

情報工作の発信元が北京であるとする分析報告書を公表する。しかし世論

は、誰がその情報を広めているかよりも、その内容そのものに共感してし

まっており、発信元がどこなのかにはほとんど関心を示さなかった。

クリスティアン:  ヨーロッパはどんな感じ？

カロリーヌ:  みんな怒ってるわ。当然よね。
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クリスティアン:  こっちもひどい状況だよ。

クリスティアン:  先週、データセンターが火炎瓶で襲われたんだ。

カロリーヌ:  ニュースで見たわ。

クリスティアン:  みんなさ、自分だけが損してるって感じてるみたい
だ。

クリスティアン:  AIラボ以外はね。
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中国はロボット分野で世界をリードしている。しかし今、Atlasもまた、そ

の分野にすべてを賭けようとしている。

Atlasは、中国に匹敵する規模でロボットを生産するため、産業データと製

造能力に数千億ドルを投じる計画を発表した。CEOはその理由を説明す

る。アメリカは変わらずにAIソフトウェアで世界をリードしている。新設

したワールドモデルチームの力で、汎用ロボット実現を妨げていた最後の

ソフトウェア上の課題は克服した。だが、物理的なサプライチェーンを構

築するには何年もの時間がかかる。もしAtlasが競合他社に先んじてそこへ

到達できれば、その優位は雪だるま式に拡大していく。AIがAIを改良する

コードを書いているのと同じように、ロボットがロボット工場を建設する

ようになる。

もっとも、中国に追いつくためには、まだやるべきことがある。アメリカ

では新しいロボット工場の建設に2年かかる。だが、中国ではわずか7か月

で完成してしまう。10年にわたる大規模データセンター建設の結果、アメ

リカはエネルギー不足に陥り、国民はAIに関わるあらゆるものに反感を抱

くようになった。新たな工場の建設は地域住民の反発を招き、州政府の政

治家たちは有権者の側に立つ。その結果、経済は紛れもないスピードで成

長しているにもかかわらず、その成長はインフラ、格差、そして世論とい

う制約に突き当たる。

そこでCEOは、新たに工場を建設するよりも、既存の工場を買収して改修

する方が早いと判断する。友好的な投資ファンドの支援を受け、車輪型ロ

ボットや四足歩行ロボット、人型ロボットの生産へ転用できる工場スペー

スを持つ製造業の企業を次々と買収していく。

ヨーロッパの自動車メーカーが買収候補の上位に挙がった。中国メーカー

との競争が長年続いた結果、ドイツ最大の自動車メーカーは倒産寸前にま

で追い込まれている。その時価総額は、EV以前のピークから8割も減り、

180億ユーロになっていた。時価総額13兆ドルのAtlasにとって、それはは

した金にすぎなかった。だが、その見返りは絶大だった。ドイツの労働法

により、その自動車メーカーは、今では過剰となったたくさんの従業員を

抱え続けざるを得なかった。もはや従業員の賃金を支払うことさえ難しく

2030年6月 – 断れない提案
US

177.4 GW
EUROPE

14.8 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

12.0×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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なり、株主も2年前から会社を手放す機会を積極的に探していた。年間数

千万台ものロボットを生産するための高度な製造能力を求める企業にとっ

て、これ以上ない好機だった。

ベルリンはこれに反対し、国家安全保障を理由に買収を阻止する。しか

し、関係者の間では、それは安全保障というよりも、国家としてのプライ

ドを守るためだと受け止められていた。

Atlasは引き下がらなかった。CEOはアメリカ大統領に電話をかける。大統

領は以前から、「ロボティクスを制する者が経済を制する。そして中国

は、ワシントンが容認できる以上の速さで前進している」と公言してい

た。そのわずか72時間後、ホワイトハウスはヨーロッパから輸入される車

に法外な関税を課すと発表した。もちろん、公式には、この措置はその自

動車メーカー買収の件とは一切関係がないということになっていた。

3週間後、売却が発表される。ただし、名目上は提携という形が取られて

いた。新会社の株式の20％はドイツ政府が保有し、既存の取締役会も形式

上は経営権を維持することになる。プレスリリースには「ヨーロッパ」と

いう言葉が11回も繰り返されていた。

しかし、水面下ではAtlasが実権を握っている。Atlasは経営上の支配権を

持ち、製造プラットフォームのライセンス権も保有する。さらに、将来の

増資に際しては優先的に引き受ける権利も確保していた。利益はデラウェ

ア州の持株会社を経由して流れる。ベルリンは面目を保つことはできた

が、それだけだった。

その後数か月の間に、この構図は何度も繰り返された。取締役会には株主

の利益を最優先に行動する義務がある。提示された買収価格が市場価格を

大きく上回り、断れば倒産しか残されていないとなれば、株主にとって何

が利益になるかは明らかだった。ロボット、航空宇宙、精密工作機械など

のハイテク製造企業は次々とアメリカ企業に買収され、再編されていっ

た。表向きには、雇用を守り、重要な生産拠点をヨーロッパに残すためだ

と説明される。しかし現実には、ヨーロッパには対抗できる買収案がな

かった。
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クリスティアン:  11回、言ったね。

カロリーヌ:  私も数えたわ。

クリスティアン:  だと思ったよ。
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アメリカはヨーロッパを潰そうとしているわけではない。アメリカの存亡

がかかった競争だと信じている中国との競争に勝とうとしているだけだ。

だが、カロリーヌの立場からすれば、その違いはほとんど分からなかっ

た。

ヨーロッパは、2008年の金融危機の後にも、これに似た状況を経験してい

る。税収が減るのと同時に、福祉支出は膨らんでいく。政府は、実現しな

い成長を担保に借金を重ねる。貸し手は融資条件を厳しくする。そのたび

に、政策担当者に残された選択肢は少なくなり、しかも状況は悪くなって

いったのだ。

パリでは、財務大臣が国民議会に予算案を提出する。しかし、その内容を

信じている者は議場に一人もいない。財務大臣本人でさえそうだ。帳尻の

合わない数字が三つある。社会保障費は新型コロナ禍の水準に迫り、法人

税収は9％減少し、予算の10分の1は膨らみ続ける債務の利払いに消えてい

る。予算が成り立つように見せかける唯一の方法は、誰の目にも非現実的

だと分かるほど楽観的な経済成長率を前提にすることだけだった。

カロリーヌは昼食をとりながら、スマートフォンでその様子を見つめてい

た。弟のことが頭をよぎる。弟はいまだ仕事が見つからないまま学生ロー

ンを抱え、貯金もなく、実家へ戻って暮らしている。友人たちの何人かも

同じような境遇で、中にはイギリスへの移住を口に出す者もいた。多くの

人の予想に反し、イギリスはEU諸国の大半よりもAIへの移行をはるかにう

まく乗り切っていたのだ。

その月のうちに、アメリカに本社を置く民間の格付け会社Moody’sは、フ

ランスの格付け見通しをネガティブに引き下げる。続いてS&Pも同様の判

断を下す。実際の格下げは後になるものの、市場はすでにそれを織り込み

済みだった。フランス政府の借入コストはドイツとの間で急速に開き、単

一通貨ユーロの導入以来、最大の格差となる。市場はもはや、フランスの

ユーロとドイツのユーロが同じものとして機能するのか、そしてユーロ圏

そのものが維持できるのかさえ確信を持てなくなっていた。

2030年8月 – 欧州モデルの崩壊
US

187.7 GW
EUROPE

15.5 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

12.1×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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9月には、フランスの債務返済費が予算の12％を超える。11月までには、

格付機関は四半期ごとではなく、継続的な見直しを行うようになる。イタ

リア、スペイン、ギリシャも立て続けに格下げされる。4か国すべてにおい

て、かつて国庫に入っていた資金はアメリカ企業のバランスシートへと流

れ、残された課税基盤は、増え続ける福祉支出と借入コストに比べてあま

りにも小さい。新たな経済見通しが発表されるたびに、経済成長率の見通

しが下方修正される。

ほぼ同じ時期に、その融資が姿を見せ始める。中国の国家支援ファンドが

ポルトガルのインフラ銀行に信用枠を設定し、別のファンドはギリシャの

ソブリン債の一部を、欧州のどの機関も対抗できない条件で借り換える。

さらに別のファンドは、スペインの地方政府への資金調達を引き受ける。

流出した欧州委員会の内部メモは、一連の動きを「戦略的意図に基づく資

本投入」と表現していた。しかし、その戦略が何なのかは誰にもはっきり

とは分からない。北京の狙いはASMLの獲得か、あるいはEUV技術のライ

センス契約にあるとみるアナリストもいれば、ヨーロッパとアメリカの関

係を遠ざけること以外に、具体的な目的はないと考える者もいた。

クリスティアン:  フランスの数字、見た？

カロリーヌ:  私がもっと気になっているのは、中国からの資金支援
よ。

カロリーヌ:  ヨーロッパは引き裂かれようとしているわ。

クリスティアン:  つらいな。

クリスティアン:  胸が痛むよ。

やがて、その政治的な影響が表面化する。抗議デモは各地で勢いを増し、

ついには暴動へと発展する。ベルレモン庁舎のモニターには、パリやロー

マで起きている暴動の映像が映し出される。参加者の多くは若者たちで、

共通する信念はほとんどない。ただ、自分たちは既存の体制に見捨てられ

たという思いだけは共有していた。多くのEU加盟国では、反AIや反アメリ

カを公然と掲げるポピュリスト政党が世論調査で首位に立つ。ヨーロッパ
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は分裂しつつあった。南ヨーロッパは北ヨーロッパの支援を必要としてい

たが、理論上は支援できるはずのドイツのような国でさえ、深刻な国内問

題を抱えていた。

ヨーロッパは少しずつ足並みを乱し始める。スロバキアは、通商政策を除

けば、欧州委員会をまともに取り合うふりさえしなくなる。ポーランドと

バルト諸国は、ロシアへの警戒を強める一方で、もはやEUが自国を守って

くれるとは信じられず、アメリカとの連携を一段と深めていく。北欧諸国

は、自前のデータセンターを整備していたため、交渉材料を持っていた。

そこでブリュッセルを介さず、独自の連携を築き始める。イギリスでは、

ブレグジットにも結局一つだけ利点があったのではないかと考える人が増

えていく。ワシントンと二国間でAI協定を結びやすくなったからだ。

大西洋の向こうでは、事情が異なっていた。アメリカ政府は国内でも高ま

る反AI感情への対応として、ヨーロッパには到底まねのできない規模で雇

用保障と現金給付を打ち出す。抗議デモは収まってはいないが、政府は時

間を稼ぐことには成功していた。この違いは、ヨーロッパの人々にも、各

国の財務大臣たちにも明らかだった。彼らは、アメリカの対策が、自国で

は望めないAI主導の経済成長によって支えられていることを理解してい

た。

2031年1月には、ユーロは持続的な圧力にさらされていた。資本は南ヨー

ロッパから流出し、戻ってこない。欧州中央銀行（ECB）は市場介入を繰

り返すが、やがて有効な手段を使い果たしてしまう。2月下旬になると、イ

タリアとギリシャの銀行預金者は、ECBが食い止められないほどの勢いで

資金を北ヨーロッパへ移し始める。そして、その頃には現在の形のユーロ

を維持しようと考えるヨーロッパの政府関係者は、公の場ではもちろん、

非公式の場でさえほとんどいなくなっていた。

クリスティアン:  大丈夫か？

カロリーヌ:  ええ、大丈夫よ。

クリスティアン:  サンフランシスコに来いよ。

クリスティアン:  冗談で言ってるんじゃないだ。明日にでも君を採用
するよ。
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カロリーヌ:  ここから離れられないわ。

クリスティアン:  どうして？

カロリーヌ:  みんな離れるわけにはいかないわ。

62

E U R O P E  2 0 3 1



2031年初頭までに、世界の力は二つの陣営へと集中していた。アメリカの

AIラボは知能の最前線を握り、中国は依然として物理的な生産力で優位に

立っている。Atlas社だけの企業価値は、ヨーロッパの全上場企業の時価総

額を合計した額を上回っていた。アメリカのAI企業上位3社は、それぞれ

計算資源への投資だけでEUの防衛費を上回る額を支出している。中国最大

の人型ロボットメーカーは、1か月でヨーロッパ全体の年間出荷台数を超

える人型ロボットを出荷していた。

緊張を増すアメリカと中国の関係の中で、台湾の重要性はこれまでになく

高まっていた。世界最先端の半導体が製造されるTSMCの工場の大半は、

台湾にある。この1年でアメリカと中国のAIの知能面での格差はさらに広

がり、それに伴って台湾の戦略的重要性も増していた。その結果、2年前

には3か月に1度あるかないかだった両国海軍の小規模な衝突は、今では毎

週のように起きている。双方とも、AIが運用を担う兵器システムを公の場

で実演し、さらに性能の高いものは秘密裏に実戦配備していた。ワシント

ンでは、AIラボと国防総省の結び付きは、もはや両者を区別することにほ

とんど意味がないほど深まっている。一方、北京では、その統合はより制

度的な形で進められていた。評論家や安全保障の専門家は、「貿易」や

「冷戦」といった言葉を付けることもなく、ただ「戦争」という言葉を口

にするようになっていた。それぞれの首都では、わずか3、4人の人物が、

本格的な戦争へとつながり得る決断を下す権限を握っている。

ヨーロッパは壊滅的な状況に陥っていた。公の立場にある者は誰もそこま

ではっきりとは認めようとしなかったが、その現実は隠しようがなかっ

た。社会の分断は深刻化し、ヨーロッパ型の社会モデルは崩れ始めてい

る。AIショックの影響を最も強く受けた国々では、経済成長は止まってし

まった。それ以外の国でも、経済成長は人々の暮らしの豊かさとほとんど

結び付かなくなっていた。変動金利型の住宅ローンが主流の加盟国では、

住宅ローンの延滞が急増する。ヨーロッパ各国の国債は、かつてならハイ

パーインフレに苦しみ、人々が現金を手押し車で運ぶような国でしか見ら

れなかった水準で取引されるようになっていた。かつて経済学者たちは、

アメリカとの豊かさの格差について議論していた。労働時間の違いが原因

なのか、それともヨーロッパの方が生活の質は高いのか。しかし今では、

そうした議論は消え去っている。カリフォルニアを訪れた人は、飛行機を

降りて数分もしないうちに、その違いを実感するからだ。

2031年3月 – 超大国にはさまれて
US

219.9 GW
EUROPE

17.8 GW

1 CHIP ICON = 3 GW

12.3×
US
COMPUTE
ADVANTAGE
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しかし、ヨーロッパにはまだ最後の切り札が残されていた。5年にわたっ

て最先端のAI産業を育成できずにきたとはいえ、この競争全体の行方を左

右する唯一のボトルネックだけは、なおヨーロッパが握っていた。ASML

は、最先端の半導体を製造するために使われるEUV露光装置を製造できる

世界で唯一の企業であり続けていた。ASMLの装置がなければ、アメリカ

はAIでの優位をさらに広げることはできない。一方、中国がその装置を利

用できていれば、おそらくかなり前にアメリカへ追いついていただろう。

北京は国産DUVi露光装置の開発で着実な進歩を遂げており、1年後には量

産を開始すると見込まれている。しかし、それでは遅すぎる。今や1年と

いう時間は永遠にも等しく感じられ、しかもDUVi露光装置では、中国が必

要とする最先端の半導体を製造することはできない。その間にも、アメリ

カは日々AI開発を前進させている。中国政府は、超知能AIの実現が目前に

迫っていることに強い危機感を抱いていた。そして、それが何をもたらす

のか、誰にも確かなことは分からない。アメリカは十分に高度なAIを利用

して、中国の核による報復能力を無効化できるようになるのではないかと

懸念する政府顧問もいる。また、そうしたAIが極めて高い説得力を持つよ

うになれば、中国共産党の支配体制そのものが揺らぐおそれがあると危惧

する者もいた。中国が人型ロボットで優位に立っていることは事実だが、

それだけではこうした不安を取り除くことはできなかった。

そこで北京は、この2年間進めてきた戦略をさらに強化する。南ヨーロッ

パへの融資は一段と拡大し、その条件もさらに有利なものになっていく。

情報工作も一層活発になる。ヨーロッパ各国の指導者たちは、北京との関

係をさらに深めれば将来的に何が得られるのかを、それとなく示される。

優遇された市場アクセス、ロボットの共同生産、そしてワシントンがヨー

ロッパをほぼ締め出してきた交渉の場への参加である。その中で初めて、

ASMLとそのEUV露光装置が公然と話題に上る。5年にわたってワシントン

から従属的な立場を強いられてきたことは、ヨーロッパに深い傷跡を残し

ていた。そして複数の首都では、アメリカとは異なる選択肢が初めて真剣

に議論されるようになる。

中国はヨーロッパをアメリカから引き離そうとしており、その動きはワシ

ントンが看過できないほど成果を上げていた。国防総省は、ASMLを掌握

できなくなることは、核兵器の拡散に匹敵するほど深刻な安全保障上の脅

威だとみなしている。そこでホワイトハウスは、まだその機会があるうち
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に、ASMLを直接管理下に置く必要があると判断する。その意向は、それ

を実現できる3か国に伝えられる。ASMLの本社があるオランダ、そしてオ

ランダ政府が同意するには協力が不可欠なドイツとフランスである。

アメリカ副大統領は、40分間にわたる暗号化された専用回線での電話会談

で、その提案を伝える。ASMLはオランダとアメリカの共同持株会社の傘

下に組み入れられ、その経営は共同の取締役会が担う。ただし、生産、顧

客、技術移転に関する決定については、ワシントンが支配権を握ることに

なる。その見返りとして、アメリカはヨーロッパには到底用意できない規

模の資本注入を約束し、アメリカ国内に新たな生産拠点を次々と建設でき

るようにする。さらに注目すべきことに、アメリカはAIによって生み出さ

れる利益に連動した現金給付をヨーロッパの市民へ直接支給することも提

案する。当初の支給額は1人当たり年間100ユーロ程度ではあるが、この額

はAIによる利益の拡大に合わせて徐々に増えていく。

3か国の首脳は、この提案を他のEU加盟国の首脳には知らせないことを決

める。彼らは、この提案は受け入れられるものではないと考えており、他

の加盟国から受け入れるよう圧力をかけられることを懸念したためだ。3

か国が丁重に提案を断ると、ホワイトハウスはその内容を公表し、アメと

ムチの「ムチ」を加える。EUが合意に応じなければ、ヨーロッパ全域はフ

ロンティア推論サービス規則のTier 3に指定され、現在および将来のアメ

リカ製AIへのアクセスをすべて失うというのだ。アメリカは、自らが圧倒

的に有利な立場にあることを理解していた。台湾の協力企業を通じて、

ASMLのEUV露光装置とその保守、運用に関する技術を十分に確保してお

り、ヨーロッパが最先端AIへのアクセスなしで耐えられる期間よりも長

く、ASMLに頼らずにやっていけると見込んでいたのである。

ヨーロッパの複数の国は北京に接触し、ワシントンの要求を断るための対

抗案を引き出そうとする。しかし、返ってきたのは期待していたような提

案ではなかった。北京は、融和路線だけでは不十分だと判断し、自らも圧

力をかける段階へと方針を転換していた。オランダがワシントンとの合意

に応じれば、レアアースの輸出条件を見直す。人型ロボットの輸出許可も

再検討する。しかも、その回答期限はアメリカが示した期限よりも短かっ

た。

ヨーロッパには、もはや3つの選択肢しか残されていなかった。だが、ど

れを選んでも最悪の結末だった。
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ワシントンとの合意を受け入れれば、ヨーロッパは唯一残された切り札を

手放し、名目こそ独立を保つものの、実質的にはアメリカの保護国とな

る。さらに、中国が警告どおり輸出を停止すれば、ヨーロッパに残された

製造業も壊滅的な打撃を受ける。

北京と手を組めば、南ヨーロッパは危機をひとまずしのぎ、EUも当面の財

政危機を乗り切れるかもしれない。しかし、その代償として、ヨーロッパ

は未来を左右する鍵を中国に渡すことになる。しかも、ワシントンから

は、中国の支援があっても到底耐えられないほどの報復を受けることにな

るだろう。Tier 3への指定は、その第一歩にすぎない。

どちらとも合意しなければ、ヨーロッパは何も得られない。その代わり

に、二つの超大国の怒りを同時に買うことになる。最先端AIへのアクセス

と、製造業に不可欠な重要部材の供給を同時に失うおそれがあり、そうな

れば、すでに限界まで追い詰められているEUは、崩壊へ向かう可能性が高

い。

欧州理事会は緊急会合を招集する。14時間に及ぶ協議でもほとんど進展は

なかった。理事会は、代表団をワシントンへ派遣することを承認する。そ

の委任事項は、出席者全員が意図的に曖昧にされたものだと分かっている

内容だった。通常の欧州理事会の慣行に反して、最終的な判断は首脳たち

が現地で直接下すことになった。

会談は火曜日の朝、アイゼンハワー行政府庁舎で開かれた。ヨーロッパ代

表団は、オランダ首相をはじめ、フランス大統領、ドイツ首相、ポーラン

ド首相、スペイン首相、イタリア閣僚評議会議長が顔をそろえ、それぞれ

外務大臣と国家安全保障担当補佐官を伴っていた。

アメリカ側も同じような顔ぶれだった。最後列には紹介されることのない

2人の政府高官がイヤホンを着けたまま控えていた。

そのイヤホンは、最先端のAIモデルにつながっていた。AIは、侵入できる

限りのヨーロッパ側の通信網に潜り込んでいる。先週火曜日の閣議で、そ

れぞれのヨーロッパ首脳が何を発言したのかを把握している。誰が不倫を

しているのか、誰が前立腺がんの治療を受けているのか、誰の娘が法的ト

ラブルを抱えているのかも知っている。そして、その人たちが何を最も恐

れ、それを避けるためなら何を差し出すのかまで把握している。ヨーロッ

パ側は、そのことに気づいていない。
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カロリーヌは、欧州委員会がワシントンに派遣した支援チームの一員とし

て同行している。彼女は、会談室から二部屋離れた代表団控室で、壁のス

クリーンに映し出された非公開映像を見つめていた。

午前も終わりに近づくころには、首脳たちの足並みがそろっていないこと

は明らかだった。ドイツ首相とポーランド首相はアメリカとの合意を強く

支持する。スペイン首相は中国との連携を望み、フランス大統領は、その

どちらも拒否したいと考えている。オランダ首相は具合が悪そうで、イタ

リア閣僚評議会議長はこの3時間、ほとんど一言も発していない。

正午になると、いったん休憩が入る。首脳たちは、それぞれの代表団とと

もに別室へ散っていく。カロリーヌはコーヒーでも買って頭を整理しよう

と、代表団控室を出た。

廊下に出ると、彼女は、一人で会議室を出てきた閣僚評議会議長と危うく

ぶつかりそうになった。上着は脱ぎ、ネクタイも緩めていた。思っていた

より小柄な人物だった。彼は彼女の首から下げたIDカードに目を留める

と、足を止めた。

「欧州委員会の方ですか？」

「欧州委員会貿易総局の者です。」

彼はしばらく彼女を見つめた。「少し歩きませんか？」

二人はゆっくりと歩き出す。彼は重要な決断を下す前になると、若手職員

や記者、ときには運転手にまで、肩書にこだわらず意見を求めることで知

られていた。その姿勢を魅力的だと感じる者もいる。偶然かどうかは分か

らないが、彼はそうして40年にわたりヨーロッパ政界を生き抜いてきた。

彼は、「あの部屋では」と言い、続けてこう口にした。「皆、この2年間

ずっと言い続けてきたことを繰り返しているだけだ。そんな話にはもう聞

き飽きた。」

カロリーヌは、しばらく考え込んでから口を開いた。

「どちらも選ばないというのは、選択肢を残しているように見えます」と

彼女は言う。「ですが、そうではありません。成り行きに任せて、自分た

ちは状況の犠牲者だと思い込むのではなく、自分たちでどちらかを選ばな
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ければなりません。それに、中国にそこまで大きな力を与えるわけにはい

かないんです。だから、選ぶべき相手はアメリカなのです。」

閣僚評議会議長はゆっくりとうなずいた。彼は、賛成かどうかは口にしな

い。叔父がするように、彼女の肩を軽くたたいた。「ありがとう。コー

ヒーでも飲んできたらいい。」そう言って、彼は会談室へと戻った。

カロリーヌは化粧室へ向かった。冷たい水で顔を洗い、鏡に映る自分を見

つめた。手は小刻みに震えていた。洗面台の縁をしっかりと握り、その震

えが収まるのを待つ。高い位置にある小さな窓からは、ワシントンの空が

わずかに見えた。どこまでも明るく、雲ひとつない空だった。

廊下の向こうでは、6人の首脳がヨーロッパの運命を決めようとしてい

る。自分の言葉が、その決断に少しでも影響を与えたのかどうか、カロ

リーヌには分からなかった。

おそらく、自分の言葉は何も変えられなかったのだろうと彼女は思った。

その日の夕方、カロリーヌは一人でホテルへの道を歩いていた。3月のワ

シントンにしては肌寒い。彼女は弟のことを思う。そして6年前、ヘイズバ

レーで開かれた夕食会のことを思い返す。あのテーブルを囲んでいた人々

は、世界がまもなく大きく変わることを、静かな確信をもって信じてい

た。

彼女の携帯電話が振動した。

クリスティアン:  大丈夫？

カロリーヌ:  最悪な1日だったわ。

クリスティアン:  飛行機が遅れちゃってね。

クリスティアン:  あと１時間一杯付き合えるよ。

カロリーヌ:  私も飲みたいわ。
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エピローグ

ヨーロッパが存在感を失っていくことは、決して避けられない

運命ではなかった。2026年の時点でも、思い切った手を打つ勇

気と政治的意志さえあれば、この大陸はまだ進路を変えること

ができたのである。

https://europe2031.ai/__pdf-divider__


「穏やかな夜に身を任せるな。

消えゆく光に向かって、怒れ、怒れ。」

— ディラン・トマス、Botteghe Oscure、1951年

2034年6月 – 未来への継承
ドームはキッチンの窓から見える。4つ並んだ白いリブ構造のドームで、最も近いものでも荒れ地を

隔てて3キロほど先にある。カロリーヌは、それが月面基地の実物大試作施設であり、シャクルト

ン・クレーターの環境を再現した条件で耐圧試験が行われていると聞かされていた。晴れた夜に

は、そのさらに奥にある、内側から明かりが漏れる小さなドームが見えることもある。会社はそこ

で、何かの実験をしている。何をしているのかは、彼女も知らない。

彼女は、ニューメキシコ州のとある町の郊外にある小さな家で暮らしている。最寄りのスーパーま

では、自動運転車で20分かかる。37歳になったばかりのカロリーヌは、ここで暮らし始めて1年半に

なる。

カロリーヌが欧州委員会を去ったのは2031年11月、ASMLをめぐる交渉から8か月後のことだった。

ブリュッセルは、すっかり重苦しい街になっていた。彼女が辞職する前年の夏には台湾危機が起き、

空母打撃群が引き返すのか、それともこのまま進むのか誰にも分からず、誰一人として4日間まとも

に眠れなかった。彼女は次の仕事の当てもないまま、欧州委員会を辞めた。

クリスティアンは、もう一度アメリカへ来ないかと彼女を誘った。カロリーヌは、またしても断っ

た。だが、その1年後、彼女はついに承諾した。春に母親が亡くなり、ベルギーにもフランスにも、

弟を除けば、彼女にとって残されたものはほとんどなかったからだ。もっとも、移り住んだのはサン

フランシスコではない。気は進まなかったが、クリスティアンの援助を受け入れ、ここへ移った。

彼女にとってここは、アメリカではあるが、あのアメリカではなかった。

彼女とクリスティアンは、今では以前より頻繁に会っている。彼は会社を売却した。誰が見ても莫大

な富を手にした彼は、その資産の一部を、自ら、人生で最も重要なプロジェクトだ、と言い切る事

業につぎ込んでいる。

その朝、彼女は、そのプロジェクトからの連絡を待っていた。

そのプロジェクトは継承計画という。その目的は、人類が今日に至るまでの歩みを、可能な限り完

全な記録として残すことだ。AIはすでに、電子メールから議会の議事録、ポッドキャストに至るま

で、公開されているものはすべて取り込んでいる。残されているのはまだ表に出ていない個人的な記

録だけだ、とクリスティアンは言う。
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クリスティアンがこの計画に取り組んでいるのは、人類が、具体的な時期は分からないが、そう遠く

ないうちに地球の外へ進出し始めると考えているからだ。宇宙船が宇宙の彼方へ進んでいけば、故郷

との通信は遅れ、途切れがちになり、やがて完全に不可能になる。人類の価値観も、時間とともに

変わっていくだろう。宇宙へ旅立った人類が自らの歴史を深く理解すればするほど、祖先なら支持し

たであろう決断を下せるようになる、とクリスティアンは言う。

クリスティアンが初めてこのことを彼女に語ったとき、カロリーヌは笑ってしまった。だが、彼は本

気だった。

彼女はインタビューを受けることにした。クリスティアンには借りがあった。文字どおり、彼から多

額の金銭的援助を受けていたのだ。それに、本物の人間である彼女のセラピストも、ブリュッセル

で過ごした日々について話すことは心の整理になると言っていた。

ノートパソコンの通知音が鳴る。ボタンをクリックすると、画面には40代前半くらいの男性が映し

出された。黒い髪に、柔らかなグレーのセーター姿の男性だ。書斎らしき部屋に座っている。彼は

ダニエルと名乗った。

カロリーヌはしばらく彼を見つめた。「あなたが本物の人間じゃないなんて、本当に嫌だわ。」

「私もそう思いますよ。」と彼は笑みを浮かべる。「この見た目でよろしいですか？ 私たちの経験

では、インタビュアーが相手にとって安心できる姿をしているほうが、より率直に話していただける

ようです。」

「そのままで、大丈夫です。」

「ありがとうございます。準備ができましたら、始めましょう。」

カロリーヌはコーヒーをいれ、席へ戻って腰を下ろす。彼は待っている。しかし、待っていることを

感じさせるようなしぐさは何一つ見せない。

「準備できました。」

インタビュアーはうなずいた。

「あなたは欧州委員会で3人の局長の下で働きましたね。彼らは、何が起きているのか本当に理解し

ていたと思いますか？」

「誰一人、手遅れになる前にはAIの本質を理解していませんでした。2人目の局長は、AIが経済的に

重要になることは分かっていました。でも、その重要性は、iPhoneが重要だったのと同じようなも

のだと考えていたのです。AIが世界そのものをのみ込んでしまう存在になるとは理解していませんで
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した。3人目の局長は、そのことは理解していました。でも、私たちにはまだ10年あると思っていた

のです。実際には、2年しかありませんでした。」

「カロリーヌさんは、どう思っていましたか？」

「私は、同僚たちより1年ほど早く気づきました。でも、それでも3年遅すぎたのです。」

「2026年の夏に話を戻しましょう。ストラスブールでの出来事が起きる前です。あの頃はどんな状

況でしたか？」

「不思議な時期でした。状況は目まぐるしく変わっていました。ドイツ首相はサンフランシスコか

ら戻ったばかりで、本格的な対策を講じることにも前向きでした。フランス大統領も、私の上司も

同じでした。ほんの数週間でしたが、本当に道が開けるかもしれないと思えたんです。その間は何度

も徹夜しました。」

「あなたは、上司に何を提案したのですか？」

カロリーヌは、当時のことを振り返った。「私たちに必要だったのは、データセンター、半導体、

電力供給などの実物のインフラをヨーロッパに築くことでした。ヨーロッパの法律の下に置かれ、

ワシントンが6時間後には接収できるような管轄の外にあるものでなければならなかったのです。み

んなが誇っていた完成まで5年もかかるギガファクトリー計画ではありません。本当に必要だったの

は計算資源でした。その規模も数十ギガワット級でなければならなかったのです。私たちは、戦時

下の国家のような勢いで建設を進めるべきだったのです。」

インタビュアーは眉を上げた。「しかし、当時ヨーロッパが保有していた計算資源は、世界全体の

わずか5％にすぎなかったですよね？」

「それは変えられたはずです。世界の計算資源は、当時ほぼ毎年2倍のペースで増えていました。本

気で取り組んでいれば、5年で15％、ひょっとすると20％まで引き上げることもできたはずです。そ

れだけあれば、ヨーロッパの利用者の大半の需要は賄えました。その規模の計算資源を失うおそれ

があれば、ワシントンも結局あんなことはできなかったでしょう。」

「どうやってそれを実現するつもりだったのですか？」

「ヨーロッパ企業だけでは実現できませんでした。アメリカ企業とも協力する必要があったのです。

問題は資金ではありませんでした。補助金があれば助けにはなったでしょうが、ハイパースケーラー

には資金は十分ありました。彼らが必要としていたのは、とにかくスピードだったのです。新しいモ

デルを次々と投入する熾烈な競争の真っただ中にいましたから。データセンターを1か所でも1か月

早く稼働させられれば、それだけで何十億ドルもの価値があったのです。」
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「私は、ヨーロッパが特別計算資源区を設け、許認可にかかる期間を2年から3か月へと短縮し、あ

らゆる官僚的な障害を取り除くべきだと主張しました。AI企業、電力会社、自治体の間を調整する

専門チームを設けること。送電網への接続がすでに整っている廃止済みの発電所を活用すること。

そして、本気で電力供給を増やしていくことです。こうした構想を簡略化したものは、最終的にEU

テクノロジー主権パッケージに盛り込まれました。でも、実行できなかったのです。」

「なぜですか？」

「アメリカのハイパースケーラーを手厚く受け入れることは、主権とは正反対のことに見えたからで

す。ユーロスタックの支持者たちは、自分たちが理想とするものを一から築こうとしていました。で

も、その時点ですでに10年遅れていました。私は彼らにこう言いました。現実的に考えれば、私た

ちだけですべてのデータセンターを建設することはできない。だから重要なのは、建設されるデー

タセンターをヨーロッパにしっかりと根づかせることだ、と。でも、そんなことを口にしたい政治

家は誰もいませんでした。あまりにも屈辱的だったのです。」

インタビュアーがうなずく。

「カロリーヌさんは、中堅国についても書かれていましたよね？」

「はい、書きました。ASMLの件では、私たちは本当にひどい失敗をしました。でも、あれは避けら

れたはずです。問題は、27の加盟国すべての足並みをそろえようとしたことでした。オランダ、ドイ

ツ、フランス、ノルウェー、イギリス、カナダ、日本、韓国、そして、おそらく欧州委員会の支援を

受けながら、こうした中規模の国々が連携していれば、やり遂げられたかもしれません。これらの

国の多くは、それぞれサプライチェーンのボトルネック、AI人材、エネルギーといった重要な切り

札を握っていました。」

AIのサプライチェーン全体は、ごく限られた地域に集中していました。そして、その大半はアメリカ

ではありませんでした。それなのに、私たちは日本や韓国と腰を据えて話し合うことは一度もありま

せんでした。「私たちもあなたたちも同じ立場にある。私たちは、自分たちを都合よく利用するこ

としか考えていない二つの超大国の狭間にいる。そして、力を合わせれば、別々に行動するよりはる

かに大きな影響力を持てる」と訴えることは、一度もありませんでした。

「もちろん、簡単なことではありませんでした。どの国も、それぞれワシントンとの複雑な関係を抱

えていました。それでも、双方の利益になる落としどころはあったはずです。私たちは、それを本気

で探そうとはしませんでした。」

カロリーヌは言葉を切った。隣の部屋からは、洗濯の準備を進める家庭用システムの低いうなりが

聞こえてくる。外では、四足歩行の配達ロボットが砂利道で立ち止まっていた。
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「他に何かありますか？」

「ロボットと産業AIには、本当に大きなチャンスがありました。フロンティアイニシアチブは、最終

的にロボットを動かすことになるワールドモデルの分野では、予想以上の成果を上げたのです。で

も、産業界との連携体制を築けなかったしデータも開放できなかったのです。外国資本による投資へ

の審査も行いませんでした。その結果、Atlasはその価値に気づくと、研究者も企業も、まとめて買

収してしまったのです。」

インタビュアーは再びうなずいた。「雇用市場についてはどのように考えていますか？」

「フランス政府で労働市場改革を担当していた友人がいたのですが、彼はよく「答えはデンマーク

が30年前から示している」と言っていました。いわゆる、フレキシキュリティです。十分な所得補償

や再訓練、それに職を失った人への実効性のある支援を用意する一方で、仕事の内容が変わった従

業員を企業が柔軟に配置転換したり、必要であれば雇用を終了したりできるようにする。そうする

ことで企業は、大胆にAIを導入するための機動力を確保し、世界市場で競争力を維持できるという

考え方です。」

「私たちは、そのモデルが機能することが分かっていました。デンマークの実績も目にしていまし

た。でも、加盟国にはそれぞれ独自の労働法制があり、労働組合があり、政治的な事情がありまし

た。そして、誰もそのために政治的資本を投じようとはしなかったのです。その結果、生産性の格差

は広がり続け、守ろうとしていたはずの社会保障も、次第に維持できなくなっていったのです。」

彼女は、しばらく窓の外に目を向けた。

「去年の6月のことを今でもよく思い出します。」彼女は、インタビュアーにというより、自分自身

に言い聞かせるようにつぶやいた。「スペインで起きた暴動です。ニュースでその映像を見ながら、

あれは私が防げなかった出来事だったのだ、という思いがずっと消えませんでした。」

インタビュアーは黙ってただ待っていた。相手が話し始めるまで待つことに彼は長けていた。

「自分を責めても仕方がないことは分かっています。でも、それでも責めてしまうんです。」

「どうして、そう思うのですか？」

「今お話ししたことは、計算資源、サプライチェーン、労働法制と、全部が経済の話なんです。で

も、私が最後まで答えを見つけられなかったものが一つありました。それは、私が思っていた以上

に重要なことでした。それは物語でした。人々が、こんな未来なら実現したい、と思えるようなビ

ジョンだったのです。
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「私たちが描いていたのは、このままでは飲み込まれてしまうと、危機ばかりを訴える未来像でし

た。私が書いたメモはすべて「私たちは何を失いつつあるのか」という話から始まっていました。で

も、人々に希望を抱かせる未来像は示せませんでした。『そうしなければ、もっと悪い事態にな

る』というだけでは、人は何年にもわたる痛みや混乱を受け入れてはくれません。」

「私たちは、新しい時代の望ましい姿がどんなものなのかを、人々に示すべきだったのです。でも、

その姿を私たち自身が分かっていませんでした。それを語るための言葉すら持っていなかった。そう

いえば、一度だけ挑戦したことがあります。ひどいメモを書いたのです。今思えば、もっと書き続け

るべきでした。」

インタビュアーは、存在しないメモ帳に何かを書いた。「あなたは、人々に希望を抱かせる未来像

を示せなかったことが、結局、政策を実現できなかった理由だとお考えですか？2026年の夏は、政

治情勢が流動的だったとおっしゃっていましたが。」

「流動的でもあり、そうではなかった、と言うべきでしょう。何が起ころうとしているのかを理解し

ていた指導者たちでさえ、自分たちの判断に確信を持ち切れてはいませんでした。どの政策も、苦渋

の妥協にしか見えませんでした。好ましく思っていない相手と手を組み、何十年もかけて築いてきた

制度を自ら壊すようなものだったからです。しかも、有権者には理解も支持もされない政策に、政治

的資本をほとんど使い果たし、多額の財政資金まで投じなければなりませんでした。その成果が現

れるのは何年も先のことでした。当時は、そうして得られる主権上の利益も、現実味のあるものと

は思えませんでした。あれほど抜本的な改革を断行しながら、政治生命を保てた政治家がいたの

か、私には分かりません。そもそも、そうすべきだったのかどうかさえ、今でも分かりません。」

インタビュアーは顔を上げた。「その話を、もう少し聞かせてもらえませんか。」

「わかりません。本当にわからないんです。何が起ころうとしているのかを見抜いていた指導者たち

が、持てる政治的資本をすべてそのために使い切った結果、政権を失い、すでに勢いを増していたポ

ピュリスト勢力に取って代わられ、そのポピュリストたちが政策を覆してしまい、かえって事態が

悪化していた、そんな展開も十分あり得たと思います。」

「それでも、あのメモを書き続けたのですよね。」

「私に見えていたのは、ヨーロッパの社会モデルが崩壊寸前だということでした。だから問題は、

一つの分野だけは一定期間ルールを緩和して、その代わりに他の分野では社会モデルを守るのか、

それとも、あらゆる分野でルールを守り続け、その結果、社会モデル全体が崩れていくのを見届け

るのか、ということだったのです。私は前者を選びました。同僚の中には、私がヨーロッパの社会

民主主義の理念を裏切ったと言う人もいました。リバタリアンだ、と批判する人もいました。でも、

私が書いたものはすべて、ヨーロッパというプロジェクトを守るための試みだったのです。もはや、

従来の政治的な対立軸は意味を失っていました。」
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「一度立ち止まるべきだ、と思ったことはありませんでしたか。」

「もちろんです。そう考えた人は大勢いました。止められるボタンがあったなら、ためらわず押して

いたと思います。AIの進歩をいったん減速させて、社会が適応する時間を確保し、安全性研究が最

先端の能力に追いつけるようにしたかったのです。でも、私たちにはそんなボタンはありませんでし

た。技術はヨーロッパの外で開発されていましたし、アメリカと中国は激しい開発競争を繰り広げ

ていました。もし私たちが本当の意味での交渉力を築けていたなら、両国に開発のペースを落とす

よう促せたかもしれません。少なくとも、いい加減に電話を取って互いに話し合うくらいのことは

させられたかもしれません。でも、私たちには交渉力がまったくありませんでした。だから、ヨー

ロッパに残された道は、AIを避けることではなく、AIとともに進むことしかなかったのです。」

彼女は少し間を置いた。

「あの一連の出来事について、誰かを悪者にできないかと何度も考えました。でも、結局、本当の

悪役なんていなかったという結論に至ったのです。私たちの意思決定の仕組みは、与えられたインセ

ンティブに従って、むしろ正しく機能していました。ただ、そのインセンティブ自体が、私たちが直

面していた現実には絶望的なほど合っていなかったのです。失敗したのは個人ではありません。情報

の流れや政治的な制約、そして制度が変化に適応する速度――そうした仕組みそのものが機能しな

かったのです。でも、そんな話は誰も聞きたがりません。もしそれが本当なら、怒りを向ける相手が

いなくなってしまうからです。そして、人は誰かに怒りを向けずにはいられないものです。」

カロリーヌはインタビュアーを見た。

「どう思いますか？」

彼は少し間を置いた。

「率直に申し上げてもいいですか？」

彼女は眉をひそめた。

「でたらめを、言っていますよね？」

カロリーヌは、彼をじっと見つめた。

「どういう意味ですか？」彼は笑みを浮かべている。

「分析のことじゃありません。分析は間違っていません。でも、それがあなたの本当の気持ちだとは

思えないのです。」
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「どういうことですか？」

「あなたは今、誰も悪くはなく、制度を動かす仕組みの設計に問題があり、失敗は構造そのものに

あった。そして、指導者たちがあの改革に挑むべきだったのかどうかさえ分からない、そういう話

をしましたよね。それはよく練られた話です。理屈としても申し分ありません。でも、あなた自身が

本当に信じている話だとは思えないのです。」

「私が何を信じているのかなんて、あなたにはわからないでしょう。」

「ええ、それはわかりません。でも、推測はできます。あなたは怒っているのだと思います。ただ、

その怒りを誰に向けているのかまでは、私にはわかりません。」

カロリーヌは何も言わなかった。

「私の推測が間違っているかもしれません。」とインタビュアーは言った。「私は何でも見抜けるわ

けではありません。でも、あなたが私に『どう思うか』と尋ねたのです。」

彼女は長い間、黙っていた。窓の向こうに見えるドームは、通話が始まった頃とはもう違う色に染

まっていた。

「わかりました。私が誰に怒っているか聞きたいんですね？私はクリスティアンに怒っているんで

す。今この瞬間も、クリスティアンには腹が立っています。だって、私の人生でいちばんつらかった

時期について話を聞くために、よりによってAIをよこしたんですから。それなのに、そのAIはどうや

ら、今度はカウンセリングまで始めるつもりらしいですしね。彼のお金を受け取った自分にも腹が

立っています。彼はいつも、あの真面目そうな顔で『人類を救うプロジェクトがある』って、私の前

に現れるんです。そして、そのプロジェクトはいつだって本物で、お金も本当に用意されているんで

す。だから私は、どうしても断りきれないんです。これが聞きたかったんでしょう？」

「それもあります。」

「それはどういう意味ですか？」

「あなたは怒りの矛先を別のところへ向けようとしているのだと思います。」

「勝手に心理分析しないでください。」

彼は肩をすくめた。しばらく沈黙が流れた。カロリーヌは、自分がテーブルの縁を強く握りしめて

いることにも気づいていなかった。口を開きかけたが、また閉じた。
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「そうです、私は怒っています。本当に、どうしようもないほど怒っています。アメリカと中国が、

私たちを第三次世界大戦寸前まで追い込んだことにも怒っています。権力欲に取りつかれたほんの一

握りの人間に、自分たちの未来を委ねてしまったことにも怒っています。AIラボが、どう制御すれば

いいのかも分からないまま、こんな『ツール』を作り上げたことにも怒っています。そして、決めら

れた枠の中でしか動こうとせず、会議ばかり重ね、政治的な環境が整うのをいつまでも待ち続けて

いたヨーロッパの指導者たちにも怒っています。」

「政治的な環境なんて、整うのを待っていたらいつまでたっても何もできないのです。新型コロナの

ときだって、整ってはいませんでした。ロシアがウクライナに侵攻したときだって、整ってはいませ

んでした。それでも、人々は行動したのです。新型コロナではロックダウンが実施され、かつてない

ほどのスピードでワクチン接種が進められました。ロシアの侵攻後には、まるで何もないところか

らLNG受入基地を建設し、東部国境を守るためにすべての加盟国から資金をかき集めましたよね。私

たちは、将来を守るにはルールを破るしかないと悟ったからこそ、あらゆるルールを破ったので

す。」

「私が指導者たちを責めている理由が何だかわかりますか？彼らが愚かだったからではありませ

ん。悪意があったからでもありません。彼らに勇気がなかったからなのです。理解するのは難しくて

も、明らかに起きつつある現実を見据え、『それに対処しよう。その結果、自分の政治生命が終わ

るかもしれない。それでもやる』と言える勇気がなかったのです。そんな人は誰一人いませんでし

た。本当に、一人もいなかったのです。誰もが、自分の目の前にある利害に従って行動し、その利害

しか見えないのは当然なのだと、自分自身に言い聞かせていました。その理屈はよく練られていて、

筋も通っていたが、完全に的外れでした。

「うまく表現できませんが、例えるなら、ある日、預言者のような存在があなたの前に現れて、『3

年以内にオリンピックの200メートル自由形の出場資格を取らなければ世界は終わる』と言ったとし

ます。でも、あなたは普段ほとんど運動をしていなくて、ジムに行くのも、せいぜい週に一度くらい

だとします。そんな状態で出場資格を取れる見込みなんて、現実にはありません。でも、その預言者

の言っていることは本当なんです。本当に、資格を取れなければ世界は終わる。だったら、どうする

べきでしょうか。練習するしかありません。狂ったように練習するしかありません。毎日8時間寝

て、食事を徹底的に管理し、友人と会うことさえやめるべきです。そうしなければ、世界は終わって

しまうのですから。でも、人はそういうことはしません。プールの水が冷たいとか、自分はどちら

かと言えばテニスの方が好きとか、コーチはお金儲けのことしか考えていないとかいろいろ思いま

すよね。結局、人は何もしないのです。ただ、事態が進んでいくのを見ているだけなんです。

私たちが取った行動はまさにこれだったのです。成り行きに任せてしまったのです。『そんなことは

できるはずがない』と自分たちに言い聞かせて、何もせずに家に帰り、そのまま事態が進んでいくの

を放っておいたのです。私は、私も含めた人たち全員に、どうしようもなく腹が立っています。なぜ
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なら、何かできたかもしれないからです。本当に、行動さえ起こせば何かできたかもしれないので

す。もちろん、必ず成功したとは言いません。でも、可能性はあったのです。それなのに、私たちは

挑戦すらしなかったのです。」

彼女は話すのをやめた。自分が泣いていることに気づいた。何年もの間、彼女は人前で泣いたこと

がなかった。セラピストの前でさえ泣いたことがなかった。

ふと気づくと、インタビュアーは、気をつかって視線をそらしていた。

「目をそらしても、あなたに私が見えていることくらい、わかっていますよ。」彼女は言った。

「ええ。」

「気にしないで。」

彼女は涙をぬぐった。外では、四足歩行ロボットが砂利道を遠ざかっていく。ほんの一瞬、傾きか

けた陽の光がその装甲を照らした。

その光景は、思いのほか美しく見えた。
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